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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

1125月 日発行 

　１１月４日、とよおか消防フェア '０７を加広町のコープデイズ豊岡の
駐車場で開催しました。この催しは、子どもから大人までが消防車
両等の乗車体験などを通して、消防に対する理解と認識を深めると
ともに、防火意識の高揚を図り、火災のない明るいまちづくりに努
めることを目的として開催しています。会場では、ミニ消防車の乗
車体験、放水体験、救助体験、消防・救急車両の展示、消防・救急
なんでも相談を行いました。救助体験では、子どもたちがロープに
ぶら下がり、上を見ながら前へ前へと進んでいました。

とよおか消防フェア '07とよおか消防フェア '07

助けに行きます！助けに行きます！
　　　チビッコレスキュー隊チビッコレスキュー隊
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月
１
日
、
出
石
ニ
ュ
ー
グ
ラ

１１
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
全
国
か
ら
航
空

行
政
に
携
わ
る
自
治
体
職
員
や
航

空
事
業
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
し
て
「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム

／　

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

０７

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、　

日
本

（財）

航
空
協
会
が
主
催
し
、
毎
年
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か

ら
の
東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、

豊
岡
の
魅
力
を
全
国
の
航
空
関
係

者
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
直
行

便
に
か
け
る
地
元
の
熱
意
を
伝
え

る
た
め
、
市
と
兵
庫
県
が
共
催
し

て
第　

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
市

１０

に
誘
致
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
地
元
選
出
衆
議
院

議
員
で
あ
る
谷　

公
一
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
の
ほ
か
、
室
谷
正
裕

国
土
交
通
省
航
空
局
飛
行
場
部
長

と
武
田
洋
樹
国
土
交
通
省
大
阪
航

空
局
長
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
催
者
側
と
し
て
、
近
藤
秋
男

　

日
本
航
空
協
会
会
長
が
「
航
空

（財）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
小
型
機

の
役
割
が
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
、

羽
田
空
港
の
発
着
枠
の
拡
大
を
控

え
、
小
型
機
が
就
航
す
る
地
方
都

市
の
豊
岡
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

で
き
る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
る
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
催
者
と
し
て
、 
五  
百 

い 

お

 
蔵 
俊
彦
兵
庫
県
副
知
事
は
、
「
但

ろ
い馬

の
願
い
と
し
て
、
東
京
直
行
便

へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
中
、

時
機
を
得
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
直
行
便
実
現
へ
の

弾
み
と
し
た
い
」。
中
貝
市
長
は
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
が
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
努

力
を
続
け
て
き
た
が
、
高
速
道
路

の
北
伸
が
進
み
相
対
的
に
但
馬
―

伊
丹
便
の
競
争
力
が
低
下
し
て
い

る
。
羽
田
空
港
の
再
拡
張
に
際
し
、

小
型
機
の
発
着
枠
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
国
土
交
通
省
に
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
直
行
便
の
航
空
路
開

設
に
つ
い
て
航
空
会
社
に
お
願
い

し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
今
後
、
働
き
か
け
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
報
告
で

は
、
武
田
大
阪
航
空
局
長
が
「
航

空
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
」
と
題

し
て
、
航
空
輸
送
の
果
た
す
役
割

や
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
、

コ
ミ
ュ
ー
タ
航
空
輸
送
の
実
績
な

ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▲武田洋樹国土交通省
大阪航空局長

　

市
で
は
、
平
成　

年
の
東
京
国
際（
羽
田
）空
港
の
再
拡
張
時
を
目
標
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

２２

空
港
か
ら
の
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、
兵
庫
県
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
／　

」
を

０７

開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

▲開会に先立ちあいさつする中貝市長

基
調
報
告

航
空
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢

「
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
／　

」を
開
催
し
ま
し
た

０７

こ
れ
か
ら
の
地
域
航
空－

小
型
機
で
首
都
圏
と
結
ぶ
新
展
開－
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国
土
交
通
省
の
重
田
雅
史
観
光

地
域
振
興
課
長
の
「
観
光
と
地
域

振
興
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で
は
、

全
国
的
に
『
兵
庫
県
』
へ
の
「
関

心
度
」
は
高
い
わ
り
に
「
満
足

度
」
が
低
い
こ
と
、
兵
庫
県
全
体

に
占
め
る
豊
岡
市
の
人
口
の
割
合

に
比
べ
て
、
延
べ
宿
泊
数
の
割
合

が
高
く
、
出
石
や
城
崎
温
泉
の
集

客
力
を
高
く
評
価
す
る
な
ど
、
各

種
の
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
大
変

興
味
深
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
地
域
間
競
争
に
勝
つ

秘
訣
」
を
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
を
例
に
上
げ
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
岩
田
賢
航
空
安

全
推
進
課
課
長
補
佐
は
、
「
航
空

保
安
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

９
・　

同
時
多
発
テ
ロ
以
降
の
航

１１

空
保
安
体
制
や
危
機
管
理
の
方
法

な
ど
実
例
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、
特
に
、
「
危

機
管
理
担
当
者
の
心
構
え
」
は
、

自
治
体
職
員
に
も
通
じ
る
も
の
で
、

大
変
有
益
で
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
山
本
雄
二
郎
高
千
穂

大
学
客
員
教
授
（
全
国
地
域
航
空

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会　

専
門
委

員
）
の
ほ
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
し
て
、

岐
阜
大
学
の
竹
内
傅
史
教
授
、
Ｆ

Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
で
自
ら
も
飛
行
機
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
操
縦
も
さ
れ
る
竹
村

あ
ゆ
み
さ
ん
、
国
土
交
通
省
航
空

局
監
理
部
航
空
事
業
課
の
篠
原
康

弘
課
長
、
中
貝
市
長
が
参
加
し
て
、

熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
「
羽
田
空
港
の
小

型
機
枠
の
確
保
は
、
豊
岡
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
に
と
っ

て
必
要
な
政
策
判
断
で
あ
る
」
と

述
べ
た
の
に
対
し
、
篠
原
課
長
は

「
小
型
機
の
羽
田
空
港
へ
の
乗
り

入
れ
は
、
技
術
的
な
問
題
も
あ
る

が
、
せ
っ
か
く
の
拡
張
の
機
会
な

の
で
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
真

剣
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

観
光
と
地
域
振
興

航
空
保
安
対
策
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
地
域
航
空

　

小
型
機
で
首
都
圏
と
結
ぶ

新
展
開

▲重田雅史国土交通省観光地域振興課長

▲意見を交わすパネリストの皆さん

教えて 教えて 

Ｑ．羽田空港の再拡張って 
　　何ですか？ 

Ａ．首都圏の将来の航空需 
　　要の増大に対応するた 
　　め、平成２２年の併用開 
　　始を目指し、現在４本 
　　目の滑走路の整備が進 
　　んでいます。完成する 
　　と発着容量が現在の１．４倍になると言われています。 

Ｑ．小型機枠の確保とは何ですか？ 

Ａ．現在の羽田空港へは、原則的に小型機の乗り入れが許可され 
　　ていません。このため、豊岡市などでは国に対し、羽田空港 
　　の再拡張時には、小型機の乗り入れを認めるよう要望してい 
　　ます。 

Ｑ．東京直行便実現のためには、どうしたら良いですか？ 

Ａ．仮に小型機枠が認められても、コウノトリ但馬空港－羽田便 

　　を就航してくれる航空会社を探す必要があります。そのため 
　　には現在の路線の搭乗者数を増加させ、但馬－羽田便が採算 
　　の取れる路線であると示す必要があります。 
　　市民の皆さんも、ぜひ、コウノトリ但馬空港を利用ください。 

目指せ！ 
  東京直行便！ 
目指せ！ 
  東京直行便！ 

コウノトリ但馬空港を 
　　　　利用ください!!!!
コウノトリ但馬空港を 
　　　　利用ください!!

但馬 但馬 東京（羽田） 東京（羽田） 

大阪（伊丹） 大阪（伊丹） 
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豊岡市都市計画マスタープラン（素案）
～皆さんの意見をお寄せください～

　市では、一体的かつ総合的なまちづくりを推進するため、本市全域を対象とした「豊岡市都市
計画マスタープラン（都市計画に関する基本的方針）」の策定を進めています。
　このたび、その素案がまとまりましたので、皆さんの意見をいただくため、市民説明会および
パブリックコメント（意見公募）を行います。

◆都市計画マスタープランとは◆
　土地利用や都市施設の計画など、市民の皆さんの日常生活に関わる「都市計画」の
基本的方針を示すものです。
　このプランは、将来を見据えたなかで、今後１０年間の都市計画の方針を示すもので、
市全体の「全体構想」と地域ごとの「地域別構想」で構成されています。

豊岡らしさを目指して

○まちづくりの基本姿勢
　・自然に抱かれて生きる

　・いまを大切にし、日々の暮らしを楽しむ

　・未来への責任を果たす

○まちの将来像
　「コウノトリ悠然と舞う　ふるさと』

まちづくりの基本姿勢と将来像

　まちづくりの基本姿勢

と将来像は、「豊岡市総合

計画基本構想」に示され

ているもので、この都市

計画マスタープランは、

市議会の議決により策定

された「基本構想」に即

して策定するものです

①特色のある自然や風景など　　②多様な暮らし方、楽しみ方が　　③人や環境へのやさしさが
　　　に出会えるまちづくり　　　　　　　　できるまちづくり　　　豊かさをもたらすまちづくり

～開発整備型から環境創造・活用型まちづくりへ転換～

①環境を創造するまちに　　②地域資源を活かすまちに　　③つながり・連携を深めるまちに

◎豊岡らしいまちづくりの基本的な方針は、今後のまち全体におけるまちづくりの基本方向を示すも

　のです。

　　　　　　　　　　　①豊かな自然と景観の保全と創造
　　　　　　　　　　　②多核分散型の集約拠点の形成
　　　　　　　　　　　③公共交通等を軸とした交通ネットワークの形成

目指すまちづくりの目標

豊岡らしいまちづくりの考え方

豊岡らしいまちづくりの基本的な方針
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全　　体　　構　　想
　全体構想は、まちづくりの目標や考え方および基本的な方針に基づき、本市の都市計画としての全

体的な整備方針等を示すもので、次の９つの方針について定めます。

　①土地利用の方針

　②防災の方針

　③道路・交通の方針

　④公園・レク施設等の方針

　⑤下水道・河川の方針

　⑥その他公共施設の方針

　⑦地域環境形成の方針

　⑧景観形成の方針

　⑨市街地住宅地の方針

地　　域　　別　　構　　想
　地域別構想における地域区分は、旧市町の地域にとらわれない新しい枠組みにより、下図のとおり
大きく４つの地域に区分しました。この地域別構想は、全体構想に示された整備の方針を受け、各地
域の特性に応じた整備方針を示すものです。

　豊岡市都市計画マスタープランについて、皆さん

の意見をいただく説明会を右記のとおり開催します。

◇意見募集期間　１２月４日（火）～２１日（金）
◇意見募集方法　説明会以外にもハガキなどの郵送
やメールでの意見もお待ちしています。なお、電

話による意見は、ご遠慮ください。

　　メールアドレス　ｔｏｓｈｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

※マスタープラン（素案）は、都市整備課計画整備係

と各総合支所地域整備課で閲覧できます。また、

市ホームページにも掲載しています。

場　　　所開催日地　域

竹野総合支所
１２月４日（火）

竹野地域

日高健康福祉センター日高地域

豊岡市民会館１２月５日（水）豊岡地域

但東健康福祉センター１２月１４日（金）但東地域

城崎総合支所１２月１７日（月）城崎地域

出石総合支所１２月１８日（火）出石地域

※説明会の開催時間は、いずれも午後７時３０分からです。
　ただし、竹野地域は午前９時３０分からの開催です。

北部地域 

中心地域 

西部地域 

東部地域 

竹野総合支所 

城崎総合支所 城崎総合支所 

出石総合支所 

但東総合支所 

豊岡市役所 豊岡市役所 

日高総合支所 

竹野 

城崎 

豊岡 

出石 日高 但東 

中心拠点 

地域拠点 

生活拠点 

工業拠点 

田園環境創造区域 
自然交流区域 

海岸保全区域 

山林・里山保全区域 

高規格道路軸 

広域連携軸 

地域連携軸 

鉄道軸 

《問合せ》都市整備課計画整備係

◎都市計画マスタープラン説明後、全但バスの路線再編についても説明を行います。

都市計画マスタープラン（素案）の説明会・意見募集のお知らせ
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開
館
記
念
式
典
で
は
、
地
元
や

行
政
、
学
校
関
係
者
ら
約　

人
が

６０

出
席
し
、
中
貝
市
長
が
「
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も
に
与
え
る

影
響
は
絶
大
。
子
ど
も
も
大
人
も

本
を
読
み
、
豊
か
な
時
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、

事
業
経
過
報
告
な
ど
の
後
に
、
幼

稚
園
の
園
児
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
し
て
、
開
館
を
祝
い
ま

し
た
。

　

城
崎
分
館
は
、
延
べ
床
面
積
約

２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
約
１

０
、０
０
０
冊
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
が
、
所
蔵
能
力
は
約
２
２
、
０

０
０
冊
あ
り
、
今
後
順
次
蔵
書
を

増
や
す
予
定
で
す
。

　

施
設
は
、
子
ど
も
向
け
の
図
書

を
集
め
た
児
童
コ
ー
ナ
ー
や
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
「
お

は
な
し
の
部
屋
」、
雑
誌
・
新
聞

コ
ー
ナ
ー
や
閲
覧
学
習
室
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
城
崎
」
と
い
う
特
徴
を

活
か
し
、
温
泉
に
関
す
る
図
書
を

集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
。　

　

身
近
に
な
っ
た
図
書
館
を
、
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

図
書
館
城
崎
分
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
とととととととととととととととととととととととととととととととと
55555555555555555555555555555555
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
のののののののののののののののののののののののののののののののの
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
のののののののののののののののののののののののののののののののの

本
館
と
5
つ
の
分
館
の

ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククク
がががががががががががががががががががががががががががががががが
完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た

▲児童コーナーで絵本を楽しそうに
読む子どもたち

▲閲覧学習室 ▲「おはなしの部屋」で絵本の読み聞
かせ会

　

城
崎
総
合
支
所
の
利
活
用
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
図
書
館
城
崎
分
館
が
、　

月
６
日
、
城

１１

崎
総
合
支
所
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
開
館
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
た
図
書
施

１７

設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
了
し
、
本
館
や
市
内
の
ど
の
分
館
か
ら
で
も

約　

万
冊
の
蔵
書
検
索
や
貸
し
出
し
予
約
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

２６
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
市
立
図
書
館
�　

‐
6
1
5
1

２３
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の
検
索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

▽
予
約
さ
れ
た
本
の
受
け
取
り
は
、

希
望
の
図
書
館
で
で
き
ま
す
。

　

本
を
探
し
た
い
と
き
、
調
べ
も

の
を
し
て
い
る
と
き
、
読
み
た
い

本
が
な
い
と
き
な
ど
は
、
職
員
に

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
分
に
あ
っ
た
図
書
館
の
使
い

方
、
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
、
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
図
書
館
の
情
報

を
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
へ
の
サ
ー

ビ
ス

　

子
ど
も
た
ち
に
心
に
残
る
本
と

の
出
会
い
が
あ
る
よ
う
お
手
伝
い

す
る
た
め
、
７
か
月
健
康
診
査
時

に
、
お
薦
め
の
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
年
齢
に
合
わ
せ
た
お

は
な
し
会
・
工
作
教
室
・
絵
本
作

▽
全
館
合
わ
せ
て
約　

万
冊
の
本

２６

が
、
最
寄
り
の
図
書
館
本
館
や

各
分
館
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
市
内

の
ど
の
図
書
館
か
ら
で
も
、
本

の
貸
出
や
返
却
が
で
き
ま
す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　

時
間
、
本

２４

り
な
ど
、
本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

行
事
を
各
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　

活
字
の
本
が
そ
の
ま
ま
で
は
読

め
な
い
方
に
は
、
録
音
図
書
、
点

訳
図
書
、
大
き
な
文
字
の
本
を
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
来
館
が

困
難
な
方
に
は
、
郵
送
や
宅
配

サ
ー
ビ
ス
で
自
宅
ま
で
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
図
書
館
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
リ
ク
エ
ス
ト
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス

　

身
近
な
疑
問
の
解
決
か
ら
、
調

査
相
談
ま
で
職
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
希
望
の
資
料
が
な
い
場
合

は
、
県
立
図
書
館
や
国
立
国
会
図

書
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

6
つ
の
図
書
館
が
一
つ
に　
!!

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
ん
な
に

便
利
に
な
り
ま
し
た

学
習
、趣
味
、仕
事
に
、

図
書
館
を
利
用
く
だ
さ
い

　

図
書
館
に
利
用
者
登
録
し
て
い

る
方
は
、
養
父
市
・
香
美
町
・
京

丹
後
市
の
図
書
館
・
図
書
室
等
に

利
用
者
と
し
て
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
市
町
で
登
録
す
る
に
は
、

利
用
す
る
図
書
館
・
図
書
室
等
に

豊
岡
市
の
利
用
者
カ
ー
ド
と
本
人

確
認
が
で
き
る
証
書
等
（
運
転
免

許
証
･
健
康
保
険
証
･
学
生
証

等
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

城
崎
分
館
が
新
た
に
加
わ
り
、
本
館
と
５
つ
の
分
館
に
よ
る
図
書
館

新
体
制
が
始
動
し
ま
し
た
。
本
と
人
、
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
安
ら
ぎ

の
「
空
間
」
と
し
て
、
ま
た
生
活
や
仕
事
に
必
要
と
な
る
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
図
書
館
を

目
指
し
ま
す
。
各
館
で
は
、
各
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
資
料
の
収
集

な
ど
に
努
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲智の蔵「図書館本館」

▲パソコンで本の検索をする子ども

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
あ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
無
料
で
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
本
を
借
り
る
と
き

　
「
利
用
者
カ
ー
ド
」が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
を
作
る
に
は
、
住
所
と
名

前
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
本
・
雑

誌
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
合
わ
せ
て
１
人　
１０

点
ま
で
（
た
だ
し
Ｃ
Ｄ
は
５
点
ま

で
）、
２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

■
本
を
返
す
と
き

　

カ
ウ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
「
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
」
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
者
カ
ー
ド
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

図
書
館
利
用
の
ご
案
内

■図書館の住所・所蔵点数一覧
所蔵点数電話番号住　　　所郵便番号名　　　称

151，734２３－６１５１京町５－２８６６８－００４２図書館本館

9，502３２－２５３２城崎町桃島１０５７－１６６９－６１０２図書館城崎分館

14，455４７－１５４８竹野町竹野１５８５－１６６９－６２０１図書館竹野分館

27，707４２－１１４１日高町国分寺８５０６６９－５３４１図書館日高分館

24，149５２－５４８９出石町水上３１６６６８－０２７４図書館出石分館

34，912２１－９０３６但東町出合１５０６６８－０３９３図書館但東分館

養
父
市
・
香
美
町
・
京
丹
後
市
の
図
書
館
等
と
の

相
互
利
用
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

※開館時間、休館日などは３２ページをご覧ください。
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市
で
は
、
城
崎
温
泉
街
の
活
性

化
お
よ
び
市
の
地
場
産
業
の
育

成
・
振
興
を
図
る
た
め
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
で
き
る
テ
ナ
ン
ト
と
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

「（
仮
称
）木
屋
町
小
路
」
の
建
築

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
を

２０

目
指
し
、
テ
ナ
ン

ト
募
集
を
行
っ
た

結
果
、
こ
の
度
、

　

店
舗
す
べ
て
の

１０予
定
者
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

《
問
合
せ
》
城
崎
総
合
支
所
地
域

　

整
備
課

（（（（（（（（（（
仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮
称称称称称称称称称称
））））））））））

（
仮
称
）木木木木木木木木木木
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
町町町町町町町町町町
小小小小小小小小小小
路路路路路路路路路路
のののののののののの

木
屋
町
小
路
の

テテテテテテテテテテ
ナナナナナナナナナナ
ンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトト
予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定
者者者者者者者者者者
がががががががががが

　

テ
ナ
ン
ト
予
定
者
が

決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

決
定
し
ま
し
た

事　　　業　　　概　　　要氏　　名住　　　所テナント区画
湯上がりに「おいしく飲む酢」、ビネガースイーツなどの販売等㈱ ト キ ワ香美町Ａ
写真と写真集の作成サービス㈲ 稲 葉 印 刷豊岡市城崎町来日Ｂ
地元の魚介類や野菜を使った軽食岡　原　美奈子豊岡市城崎町今津Ｃ
炭火焼きの但馬牛串と地元の食材を使ったラップサンドの販売伊 澤 美 季養父市Ｄ
昔ながらの手造りおかきの販売㈱ げ ん ぶ 堂豊岡市若松町Ｅ
抹茶・日本茶を中心とした和風バール古 島 一 行豊岡市城崎町湯島Ｆ
城崎温泉たまごプリン・かにクレープ・牛筋クレープの販売伊 東　 満豊岡市城崎町桃島Ｇ
「海鮮せんべい」の製造販売谷 口 公 一香美町Ｈ
全国の温泉街で初の耳かき・耳エステ・耳専門店山 本 俊 秀豊岡市江本Ｉ
マッサージとヒーリンググッズの販売西 田 直 司大阪市Ｊ

テナント予定者（敬称略）

　

但
東
町
の
資
母
地
区
に
お
い
て

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平

成　

年
８
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

２０
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る（
仮
称
）

但
東
北
部
温
泉
施
設
に
つ
い
て
、

地
元
の
資
母
地
区
振
興
対
策
協
議

会
が
６
月　

日
か
ら
８
月　

日
に

２５

３１

か
け
て
名
称
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
寄
せ
ら
れ
た
１
０

２１

７
点（　

人
）を
同
協
議
会
で
協
議
、

８９

選
考
し
、　

月　

日
、
市
に
お
い

１０

１６

て
名
称（
案
）を
「
た
ん
た
ん
温
泉

福
寿
の
湯
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

温
泉
名
は
、
予
定
地
に
隣
接
す

る
国
道
４
８
２
号
の
「
た
ん
た
ん

ト
ン
ネ
ル
」
と
地
元
の
名
水
「
福

寿
の
水
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
名
称
の
正
式
決
定
は
、

市
議
会
で
の
設
置
管
理
条
例
の
可

決
後
と
な
り
ま
す
。

●
温
泉
施
設
の
概
要

▽
所
在
地　

但
東
町
坂
野
４
７
０

▽
温
泉
の
泉
質　

「
ナ
ト
リ
ウ
ム

－

炭
酸
水
素
塩
冷
鉱
泉
」
重
曹

泉
▽
施
設
概
要

・
温
泉
入
浴
施
設　

木
造
平
屋
建

延
べ
床
面
積
３
４
２
平
方
メ
ー

ト
ル
（
機
械
室
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
平
屋
建
）
浴
室
２
室
、

サ
ウ
ナ
２
室
、
露
天
風
呂
２
カ

所
、
交
流
談
話
室
、
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
、
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
休
憩

ロ
ビ
ー
、
駐
車
場　

な
ど

・
環
境
対
策
の
取
組
み　

ボ
イ
ラ

　

ー
の
排
熱
利
用
に
よ
る
床
暖
房
、

ソ
ー
ラ
ー
給
湯
、
太
陽
光
発
電
、

風
力
・
太
陽
電
池
外
灯
の
設
置

▽
総
事
業
費　

３
億
１
５
０
０
万

円
《
問
合
せ
》
但
東
総
合
支
所
地
域

　

整
備
課

▲「たんたん温泉　福寿の湯」のイメージ図

（
仮
称
）但
東
北
部
温
泉
施
設
の
名
称（
案
）

「
た
ん
た
ん
温
泉　
福
寿
の
湯
」に

決
定
し
ま
し
た

テナント予定者の配置図 

Ｊ 

Ｉ 

Ｈ 

Ｇ 

Ｆ 

Ｅ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

入口（四所神社側） 入口（四所神社側） 

入
口（
木
屋
町
通
り
側
） 
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市内の作業所を紹介します 

　障害者自立支援法が施行されて１年半が経過しました。市

内には、下表のとおり授産施設や小規模作業所など障害者が

生き生きと活動されている拠点がたくさんあります。施設を

見学してみたい方や利用してみたい方などは、気軽に施設へ

問い合わせください。

作業内容等定員連絡先所在地作業所名
対象
障害

施設区分

古紙回収、たこやき製造販売、ポリち
ぎり・仕分け、ウエス、箱組み立て、ポ
リ箱洗浄、ごみ袋製造、小物製作など

３０人
�２４-１５７０
FAX ２４-８６４３

若松町 3-14
とよおか作業所
郷・とーぷ

知的通所授産施設
自主製品（さをり織り、陶芸）、下請
け作業（しょうゆ入れ仕分け、テグ

ス 錘 つけ）など
おもり

２０人
�２４-８８７７
FAX ２４-８８７８

上陰１６４
とよおか作業所
愛・とーぷ

クッキー等の製造・販売、喫茶業務、
パソコンを使用した軽作業、自動車部
品内職、ビーズ製品など

３５人
�２３-３３５０
FAX ２２-５２５５

九日市中町７５はばたけ
身体
・
知的
・
精神

個別給付事業所 喫茶店、朝市手伝い、菓子作り・販
売、下請け作業（車部品、そばの箱折、
かばん）、自主製品（よもぎ湯、手芸
小物、木工品等）、アルミ缶つぶし、
牛乳パックの紙すきなど

３５人
�５２-６５１２
FAX ５２-６５１９

出石町福住１３０２ワークホーム大地

牛乳パックの紙すき、木工品、箸おき、
かばん下請け、特養おむつたたみなど

なし
�４７-１９４９
FAX ４７-１９４９

竹野町須谷１４６６-１なかよし園
知的
・
精神

地域活動支援
センター

精神障害当事者やその家族からの相
談（電話も可）、憩いの場・グループ
活動の場の提供、家族交流会など

なし
�２９-１７１７
FAX ２４-６０６１

戸牧１５１０-６
（豊岡病院奥隣）

生活支援センター
ほおずき

（指定相談支援事業所）精神

自動車部品・プラスチック製品の加工、
名刺づくり、アルミ缶回収など

なし
�２４-８３８２
FAX ２４-８３８２

京町１２-７３
（あすなろ苑内）

ざくろ作業所

下請け作業（ポリちぎり、自動車部
品のバリ取り）、アルミ缶回収、聴覚
障害者相談など

３０人
�２４-８００８
FAX ２４-８２８８

京町１２-７３
（あすなろ苑内）

共同作業所
豊岡ふくろうの家
※聴覚障害者への配慮あり

身体
・
知的
・
精神

小規模作業所

牛乳パックの紙すき、麦わら細工製品、
アクリルたわし製品など

５人
�３２-３９９３
FAX ３２-３９９３

城崎町湯島６２５-９ゆのはな作業所

紙箱組み立て、しょうゆ容器のバリ取
り、かばん下請けなど

１５人
�４２-３９６８
FAX ４２-３９６８

日高町祢布１３０６-２日高共同作業所

ポリちぎり、ゴム製品のバリ取り、
プラスチック製品の組み立て・袋入れ
など

１０人
�５４-０１８１
FAX ５４-０１８２

但東町出合４３３-１
（但東健康福祉センター内）

すみれ共同作業所

かばんの縫製作業など１０人
�２４-３０１９
FAX ２４-４５０３

城南町２３-６
（豊岡健康福祉センター内）

しいの実作業所身体

特産かばんの部品加工など２０人
�２３-００１９
FAX ２３-００１９

弥栄町１-４０ロマンハウス作業所

精神 クッキー、マフィン、炭化竹箸、ＥＭぼか
し、自動車部品内職、かばん下請けな
ど

１３人
�５２-５６４２
FAX ５２-５６４２

出石町小人１２９-２３てっせんの会作業所

▲さをり織りの作業をする「とよおか作
業所　愛・とーぷ」の皆さん

《問合せ》社会福祉課障害福祉係　�２４－７０３３

　 １２月９日は「障害者の日」です 　
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火
災
の
熱
や
煙
を
感
知
し
て
警

報
を
鳴
ら
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る

も
の
で
す
。

　

火
災
警
報
器
の
種
類
は
、
電
池

式
と
家
庭
用
電
源
式
が
あ
り
、
火

災
と
ガ
ス
漏
れ
を
両
方
検
知
で
き

る
複
合
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

　

煙
を
感
知
す
る
も
の
を「
煙
式
」、

熱
を
感
知
す
る
も
の
を
「
熱
式
」

と
い
い
、
設
置
は
「
煙
式
」
が
基

本
で
す
。
な
お
、

火
災
警
報
器
は
、

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付

製
品
を
推
奨
し

ま
す
。

■
煙
式
（
寝
室
・
階
段
な
ど
）

　

火
災
警
報
器
が
煙
を
感
知
す
る

と
音
や
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。

■
熱
式
（
台
所
・
居
室
な
ど
火
を

　

使
う
場
所
）

　

火
災
警
報
器
の
周
囲
の
温
度
が

一
定
の
温
度
に
達
す
る
と
音
や
音

声
で
知
ら
せ
ま
す
。

　

自
分
で
取
り
付
け
る
場
合
は
、

消
防
用
品
取
扱
店
や
電
気
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。

　

新
築
等
の
場
合
は
、
工
務
店
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

価
格
は
、
１
台
５
、０
０
０
〜

１
０
、０
０
０
円
程
度
で
す
。

（
取
付
け
工
事
費
別
）

■
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

　

場
所
（
左
図
の
○
印
）

▽
寝
室　

就
寝
中
に
火
災
を
知
る

　

た
め

▽
階
段　

火
災
の
煙
が
ま
っ
先
に

　

集
ま
り
や
す
い
た
め

■
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場

　

所
（
左
図
の
矢
印
）

▽
台
所
・
寝
室
以
外
の
居
室　

火

災
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
取

り
付
け
る
と
、
さ
ら
に
効
果
的

で
す
。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器をををををををををををををををををををを取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううう住宅用火災警報器を取り付けましょう
－ 平成１８年６月１日以前に建てられた住宅は平成２３年５月３１日まで －

　毎年、全国で建物火災により１，０００人を超える方が亡くなっています。その火災の約９割が住宅で発生
し、死亡原因の約７割が逃げ遅れによるものです。
　火災をいち早く発見し、痛ましい事故を防ぐことを目的として、すべての住宅に ｢住宅用火災警報器 ｣
を設置することが義務付けられています。　　　　　　　　　《問合せ》消防本部予防課　�２４－１１１９

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

購
入
方
法
や
価
格
は

設
置
場
所
は

ＮＳマーク

設置場所イラスト

　

昨
年
６
月
か
ら
、
住
宅
等
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
一
部
の
製
品
に
不
具

合
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

下
記
の
該
当
製
品
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
順
次
回
収
・
交
換
作
業

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
既
に
該
当

製
品
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
問
合

せ
窓
口
に
相
談
の
上
、
製
品
の
交

換
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
不
具
合
の
内
容

　

製
品
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
池

の
寿
命
よ
り
も
極
端
に
短
い
期
間

で
電
池
切
れ
を
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

《
問
合
せ
窓
口（
両
社
共
通
）》

　

火
災
警
報
器
お
客
様
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
１
２
０
‐
３
０
１
‐
３
５
９

　
　
　

‐
３
６
６
９
‐
８
１
３
５

FAX
０３

受
付
時
間　

月
〜
金
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

分
３０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

一
部
製
品
不
具
合
の
お
知
ら
せ

機種番号等販売元事業者および製品名
ＫＫ－ＤＳ４０－１０

（煙感知　電池式１０年寿命）

マックス（株）
住宅用火災警報器「火無安全」

ＫＫ－ＤＳ４０－２
（煙感知　電池式２年寿命）

ＫＫ－ＤＨ４０－１０
（熱感知　電池式１０年寿命）

ＫＫ－ＤＨ４０－２
（熱感知　電池式２年寿命）

ＯＫ－ＤＳ０１－１０
（煙感知　電池式１０年寿命）

越智産業（株）
住宅用火災警報器「カチッ！とくん」

▼該当する住宅用火災警報器

　

不
適
正
な
価
格
、
強
引
な
販
売

な
ど
を
行
う
業
者
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
の
対
象
で
す
。
購
入
後
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
買
戻
し

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
署
員
が
訪
問
販
売

な
ど
を
行
っ
た
り
、
業
者
に
販
売

を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
と
感
じ
た
ら
、
但
馬
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　
（
県
立
但
馬
分
教
府
内
）

　

�　

－

０
９
９
９

２３

悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
く
だ
さ
い

〈天井取付けタイプ〉

〈壁取付けタイプ〉
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▽
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３

時
間
講
習
）

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２０

２０

（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所
２
階　

大
会
議
室

▽
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
募
集
人
員　
　

人
３０

▽
申
込
方
法　

消
防
署
、
各
分
署
、

出
張
所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

ま
す
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
月
）〜

１１

２６

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２０

１１

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

消
防
本
部

豊
岡
消
防
署
救
急
係

　

�　

－

８
０
３
８

２４

　
　
　

－

１
２
７
８

FAX
２４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
17.ocn.ne.jp/̃

fdtoyoka/

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤのののののののののの設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置箇箇箇箇箇箇箇箇箇箇所所所所所所所所所所ををををををををををおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすＡＥＤの設置箇所をお知らせします
　市と県では、心室細動などで、血液を正常に送り出せなくなった心臓に、

電気ショックを与えることで蘇生させる救命装置「自動体外式除細動器（Ａ

ＥＤ）」を、市内の市立２０施設および県立１５施設に配備しています。

　心肺停止の際の救命救急は時間との勝負です。家族や居合わせた人の応

急処置で、その生存確率は大幅に上昇します。万一に備え、ＡＥＤの使用

方法や設置場所を知ることは大切です。

　ＡＥＤの使用方法と心肺蘇生法は、消防本部の行う普通救命講習会で学

ぶことができます。

《問合せ》健康増進課保健指導係　�２４－１１２７

市立の施設　２０カ所 県立の施設　１５カ所

住　　　所施　　設　　名地域

中央町２‐４豊岡市役所

豊岡 城南町２３‐６豊岡市保健センター

大磯町１‐７５総合体育館

城崎町桃島１０５７‐１城崎総合支所城崎

竹野町竹野１５８５‐１竹野総合支所

竹野 竹野町須谷１４７８竹野健康福祉センター

竹野町森本５１３‐１森本診療所

日高町祢布９２０日高総合支所

日高

日高町祢布８９１‐２日高健康福祉センター

日高町堀８０９日高東部健康福祉センター

日高町頃垣４０日高西部健康福祉センター

日高町栗栖野６０‐３神鍋診療所

出石町内町１出石総合支所

出石 出石町福住１３０２出石健康福祉センター

出石町水上３１６出石農村環境改善センター

但東町出合１５０但東総合支所

但東

但東町出合４３３‐１但東健康福祉センター

但東町中山７８８資母診療所

但東町久畑１２６高橋診療所

但東町出合７６合橋診療所

住　　　所施　　設　　名地域

幸町７‐１１豊岡健康福祉事務所

豊岡

小島１１６３円山川公苑

祥雲寺１２７コウノトリの郷公園

幸町１‐８豊岡こども家庭センター

岩井１５９８‐３４但馬空港管理事務所

妙楽寺４１‐１但馬文教府

京町１２‐９１豊岡高等学校

加広町６‐６８豊岡総合高等学校

三坂町２‐９豊岡聴覚特別支援学校

九日市上町６６０‐５但馬技術大学校

城崎町湯島１０６２城崎大会議館城崎

日高町名色８８‐５０但馬ドーム
日高

日高町岩中１日高高等学校

出石町下谷３５‐１出石高等学校
出石

出石町宮内２‐８出石特別支援学校

ADEを設置しています。 ここに 
AEDが 
あります！ 

ＡＥＤ設置箇所（市立施設）には下記のマークを掲示しています

普
通
救
命
講
習
会
の

ご
案
内
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
、
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て
い

る
方
が
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

平
成　

年
中
に
、
次
の
よ
う
な

１９

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
土
地
・
家
屋

①
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た

場
合

　
（
例
）農
地
を
埋
め
立
て
て
駐
車

場
や
資
材
置
き
場
に
し
た
場
合

等
※
登
記
が
完
了
し
た
土
地
異
動
・

所
有
権
移
転
の
場
合
は
、
申
告

不
要
で
す
。

②
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

③
家
屋
の
用
途
変
更
が
あ
っ
た
場

合

　
（
例
）専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
等

　
　
　
　
　
　

⇔

　
　
　

工
場
・
事
務
所
等

※
税
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

④
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

⑤
そ
の
他
、
平
成　

年
４
月
に
送

１９

付
し
た
「
課

税
明
細
書
」

の
内
容
と
比

べ
て
変
更
が

あ
っ
た
場
合

な
ど

■
償
却
資
産

　

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
資
産
登

録
が
あ
る
方
に
は
、　

月
中
旬
に

１２

「
申
告
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
新

し
い
資
産
の
購
入
ま
た
は
廃
棄
、

事
業
の
廃
業
等
の
変
更
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の

固
定
資
産
税
の 

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
お
知
ら
せ 
固
定
資
産
税
の

固
定
資
産
税
の 

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
お
知
ら
せ 
固
定
資
産
税
の 

　
　
　
　
お
知
ら
せ 

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の

異
動
申
告
は
平
成　

年
１
月　

日（
月
）ま
で
に　

２０

２１

!!

《
申
告
・
問
合
せ
》

　

税
務
課
資
産
税
係
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
市
民
生
活
課

Ｑ．償却資産とは何ですか？

Ａ．会社や個人の方が事業を営むために所有してい

る機械・器具・備品などの固定資産のことをい

います。土地や家屋と同じく固定資産税がかか

ります。

Ｑ．申告しなければいけないのですか？

Ａ．市内に償却資産を所有している方は、地方税法

に基づき、毎年１月１日現在の資産の所有状況

を申告しなければなりません。

Ｑ．どんな資産が申告の対象ですか？

Ａ．原則として、決算時に減価償却資産として計上

したものは、すべて償却資産の申告対象となり

ます。ただし、構築物のうち「家屋」として固

定資産税の対象となるもの、自動車税・軽自動

車税の対象となる車両は、申告対象から除かれ

ます。

〈償却資産の対象となるもの（例）〉

Ｑ．新規開業しましたが申告はどうするのですか？

Ａ．平成１９年中に、新しく事業を始められた方は、

市から「申告書」を送付しますので、税務課資

産税係まで連絡ください。また、事業を営んで

いるが、これまで申告をしたことがない方も申

告が必要ですので、申し出ください。

固定資産税 
（償却資産）の 

Ｑ Ｑ Ａ Ａ ＆ 

※自動車および軽自動車等は除外 

土地 

固定資産税 
の対象 

固定資産税 
の対象 

償却 
資産 

事業用 
資産 

家屋 

資  産 

厨房設備、カラオケセットなど 各種製造設備、受変電設備など 客室備品、洗濯設備など 

パワーショベル、ポータブル発電機 
など 

理・美容椅子、洗面設備など ベッド、手術台、Ｘ線装置など 

オイルチェンジャー、洗車機など 商品陳列ケース、冷蔵庫など 田植機、漁船など 
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
債
権
者
の

皆
さ
ん
に
口
座
振
込
の
方
法
で
支

払
い
を
行
っ
た
場
合
、「
口
座
振
込

通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

２０

ら
こ
の
通
知
書
の
送
付
を
廃
止
し

ま
す
。

　

通
知
書
に
替
え
て
、
債
権
者
の

皆
さ
ん
の
預
金
通

帳
に
、「
請
求
書
番

号
、
振
込
元
課
名
、

金
額
」
を
印
字
し

ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
等
の
決
定
通
知

を
兼
ね
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
ど
お
り「
口
座
振
込
通
知
書
」

を
送
付
し
、
内
容
は
「
振
込
元
課

名
、
金
額
」
を
印
字
し
ま
す
。

　

振
込
元
課
名
は
、
預
金
通
帳
へ

の
印
字
数
が
制
限
（
カ
ナ　

〜　
１２

１５

文
字
程
度
）
さ
れ
る
た
め
略
称
を

使
用
し
ま
す
。

　

略
称
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
帳
記
帳
内
容
は
、
請

求
書
番
号
が
あ
る
場
合
と
な
い
場

合
で
は
、
表
示
方
法
が
左
表
の
と

お
り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
会

計
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
水
道
（
簡
易
水
道
は
除
く
）・
下

水
道
か
ら
の
口
座
振
込
に
つ
い

て
も
口
座
振
込
通
知
書
の
送
付

を
廃
止
し
ま
す
。
た
だ
し
、
通

帳
記
帳
内
容
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

総合口座通帳 

《
問
合
せ
》
会
計
課
出
納
係

請求書番号（英数記号１１文字以内）＋Ｔ（豊岡市）＋所属課カナ
名称（カナ１文字以上）

請求書番号

イケイカカオヨトＴ54321「12345」

イケイカカオヨトＴ654321「123456」

ケイカカオヨトＴ7654321「1234567」

カオヨトＴ0987654321「1234567890」

オヨトＴ10987654321「12345678901」

オヨトＴ10987654321「123456789012」

オヨトＴ10987654321「1234567890123」

オヨトＴ64321・54321「12345」・「12346」

オヨトＴ94321－54321「12345」～「12349」

所属課カナ名称（カナ１２～ 15 文字以内）請求書番号

イケイカカオヨト
なし

コツ゛カウユチ○○○○カ゛タヒ

　

平
成　

年
度
税
制
改
正
で
、

１９

ｅ－

  
Ｔ
ａ
ｘ

       

（
国
税
電
子
申
告
・

イ 

ー 

タ 

ッ 

ク 

ス

納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
促
進
に

向
け
て
、
電
子
証
明
書
を
有
す
る

個
人
の
電
子
申
告
に
係
る
所
得
税

額
の
特
別
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

し
て
平
成　

年
分
ま
た
は
平
成　

１９

２０

年
分（
い
ず
れ
か
１
回
）の
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
、

本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書

を
併
せ
て
送
信
す
る
と
、
所
得
税

額
か
ら
５
、０
０
０
円（
そ
の
年
分

の
所
得
税
額
を
限
度
）
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方
の
行

政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・
届
出

等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
利
用
す
る
も
の
で
、
市
で
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
電
子
証
明
書
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
読
み
取
る
機
械
）
を
取

得
し
て
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
時
期
が
近
づ

く
と
、
窓
口
が
混
み
合
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
子
証
明
書
の

取
得
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
電
子
証
明
書
の
取
得

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
で
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
入
手
し
、
申
請

書
等
を
提
出
し
て
取
得
で
き
ま

す
。
（
発
行
手
数
料
と
し
て
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
電
子

証
明
書
い
ず
れ
も
５
０
０
円
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

▽
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の

入
手　

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
】

h
ttp
:w
w
w
.sou
m
u
.g
o.jp
/c

‐gy

ousei/daityo/juki

‐card.htm
l

【
電
子
証
明
書
】

http://w
w
w
.jpki.go.jp/

index.htm
l

【
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
】

http://w
w
w
.jpki

‐rw
.jp/

【
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
】

http://w
w
w
.e

‐tax.nta.go.jp

《
申
請
・
問
合
せ
》

　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
市
民
生
活
課

所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に

【請求書番号がある場合】〈会計課の表示例〉

【請求書番号がない場合】〈会計課・日高○○中学校の表示例〉

〜
平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
〜

20

市
か
ら
の
口
座
振
込
通
知
書
を
廃
止
し
て

通
帳
印
字
方
法
を
変
更
し
ま
す
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

●　

月
８
日（
土
）は

１２

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
３
日（
月
）・　

日（
月
）・

１２

１０

　

日（
月
）・　

日（
火
）は

１７

２５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

公
的
年
金
は
、
誰
に
と
っ
て
も

や
が
て
訪
れ
る
老
後
の
生
活
保
障

の
一
翼
を
担
う
大
切
な
制
度
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
で
あ
る　

歳
時
の
平
均
余
命

６５

（
平
成　

年
）は
、
男
性
が　

・　

１８

１８

４５

年
、
女
性
が　

・　

年
と
な
っ
て

２３

４４

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
り
、
働
け
な
く
な
っ
た
と

き
の
障
害
年
金
や
、
万
一
、
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
の
遺
族
年
金（
子

ど
も
が
い
る
場
合
）も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
て
、
ま
ず
国
民
年
金
を

老
後
の
基
本
に
、
国
民
年
金
基
金

や
貯
蓄
な
ど
で
老
後
の
豊
か
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０

　

学
生
、
自
営
業
、
農
業
、
ま
た

は
勤
め
て
い
て
も
厚
生
年
金
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が　
２０

歳
に
な
っ
た
と
き

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
　

歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど

６０
を
退
職
し
た
と
き

●
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
１
３
０

万
円
以
上
に
な
り
、

被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き

●
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き

▽
手
続
き
方
法

　
　

歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
社
会

２０
保
険
事
務
所
か
ら
届
い
た
「
資
格

取
得
届
」、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

年
金
手
帳
・
印
鑑
・
資
格
喪
失
証

明
書
を
持
参
の
上
、
市
民
課
市
民

係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
最
寄
り

の
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
・
支
払
機
関
を
変
更
す
る

　

と
き

　

引
越
し
等
に
よ
り
住
所
・
支
払

機
関
を
変
更
す
る
と
き
に
は
「
年

金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
変
更
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

年
金
の
支
払
額
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
希

望
す
る
金
融
機
関
な
ど
で
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
住
所
の
変
更

　

住
所
変
更
の
処
理
が
済
む
ま
で

に
、
年
金
に
関
す
る
大
切
な
郵
便

物
が
前
住
所
に
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
郵
便
事
業

㈱
へ
「
転
居
届
」
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
支
払
機
関
の
変
更

　
「
支
払
機
関
変
更
届
」

に
、
金
融
機
関
の
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
簡
易
郵
便
局

を
除
く
）
の
窓
口
払
い
は
、
証

明
は
不
要
で
す
。

※
支
払
機
関
の
変
更
は
、
次
の
年

金
支
払
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
変
更
後
の
支
払
機
関
へ
の
振
込

　

み
を
確
認
す
る
ま
で
は
、
前
の

　

口
座
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い

　

て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
証
書
を
紛
失
し
た
と
き

　

「
年
金
証
書
再
交
付
申
請
」
を

提
出
し
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
年
金
証
書
は
、
年
金
を
受

け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年

金
相
談
の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

●
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

　

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年
金

受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」
に
年
金

証
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
の
際
は
「
氏
名
変
更

届
」
の
証
明
欄
に
市
長
の
証
明
を

受
け
る
か
、
ま
た
は
、
戸
籍
の
抄

本
か
住
民
票
を
添
え
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※「
氏
名
変
更
届
」に
住
民
票
コ
ー

ド
を
記
載
し
た
と
き
に
は
、
市

長
の
証
明
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

長
い
老
後
の
生
活
保
障
は

公
的
年
金
で

年
金
受
給
中
の
方
へ

こ
ん
な
時
に
は
加
入
手
続
き
を
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豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る 

　
　
事
業
系
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
搬
入
制
限 

　

豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

２
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
市
民

約
９
万
２
千
人
と
市
内
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
（
生

活
ご
み
）
の
処
理
施
設
と

し
て
、
安
心
･
安
全
な
稼

動
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
市
民

や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
一
般
廃

棄
物
の
処
理
と
、
市
条
例
で
定
め

ら
れ
た
紙
や
木
、
繊
維
、
ガ
ラ
ス

･
陶
磁
器
く
ず
お
よ
び
動
植
物
性

 
残  
渣 
の
５
種
類
の
産
業
廃
棄
物
の

ざ
ん 
さ

処
理
で
す
。

■
市
内
の
ご
み
は

ど
う
な
っ
て
る
の
？

　

市
内
で
は
、
市
民
や
事
業
所
の

減
量
努
力
に
よ
り
、
平
成　

年
度

１２

を
ピ
ー
ク
に
ご
み
の
搬
入
量
が
減

少
し
、
平
成　

年
度
に
は
、
平
成

１８

　

年
度
と
比
較
し
て
約　

％
の
ご

１２

１５

み
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で
に

２３

平
成　

年
度
対
比　

％
の
減
量
を

１２

２０

目
指
し
て
い
ま
す
。

■
同
セ
ン
タ
ー
の
耐
用
年
数
は
？

　

一
般
的
に
、
ご
み
焼
却
施
設
の

耐
用
年
数
は
、　

年
か
ら　

年
と

１５

２０

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
で　

年
目
に
入
り

１８

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
平
成　
１８

年
度
の
経
費
は
、
約
４
億
９
千
万

円
で
、
う
ち
約　

％
が
修
繕
費
で

２７

す
。
そ
の
他
に
交
換
部
品
等
の
経

費
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
北
但
地
域

の
新
ご
み
処
理
施
設
が
完
成
す
る

ま
で
は
、
安
定
し
た
稼
動
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
、
絶
対
的
な
使

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
同
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な

稼
動
を
確
保
す
る
た
め
に

　

今
後
も
施
設
や
機
械
へ
の
負
担

を
減
ら
し
、
安
定
し
た
稼
動
を
確

保
し
て
い
く
た
め
、
ご
み
搬
入
基

準
の
一
層
の
徹
底
を
図
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
条
例
や

規
則
に
基
づ
き
事
業
系
の
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類（
産
業
廃
棄
物
）に
つ

い
て
、　

月
１
日
か
ら
搬
入
を
制

１０

限
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

事
業
系
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

と
は
、
事
業
活
動
全
般
か
ら
出
さ

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
石
油
を
原
料
と
し

た
も
の
で
、
焼
却
時
に
高
温
と
な

り
、
施
設
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

■
搬
入
制
限
に
よ
る
効
果
は
？

　

搬
入
制
限
を
実
施
し
て
１
カ
月

が
経
過
し
、
焼
却
炉
か
ら
の
排
ガ

ス
量
、
発
熱
量
、
さ
ら
に
ご
み
全

体
の
持
ち
込
み
量
が
減
少
し
、
大

き
な
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
６
分
別
等
の

受
け
入
れ
基
準
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
の
財
産
で
あ
る
同
セ
ン

タ
ー
を
安
全
･
安
心
に
稼
動
さ
せ

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　
「 
培  
其  
根 
」
と
い
う
本
は
、「
子
ど
も
の
根
を
養
お
う
」
と
す
る
東
井

ば
い 

き 

こ
ん

義
雄
さ
ん
の
教
育
理
念
が
込
め
ら
れ
た
教
育
実
践
記
録
誌
で
す
。
自
ら

が
ガ
リ
版
刷
り
で
先
生
た
ち
の
実
践
や
雑
感
を
ま
と
め
た
東
井
教
育

の
到
達
点
と
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。「
見
え
な
い
と
こ
ろ
の

根
っ
子
」
こ
そ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。「
東
井
義
雄
詩

集
」
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
但
東
分
室

　
　
　

ほ
ん
も
の
と
に
せ
も
の
は
…

「
ほ
ん
も
の
」
と
「
に
せ
も
の
」
は

見
え
な
い
と
こ
ろ
の
在
り
方
で
決
ま
る

そ
れ
だ
の
に

「
に
せ
も
の
」
に
限
っ
て

見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
気
に
し　

飾
り

ま
す
ま
す
「
ほ
ん
と
う
の
に
せ
も
の
」
に
な
っ
て
い
く

「
点
数
」
や
「
結
果
の
評
価
」
ば
か
り
を
気
に
す
る
子
ど
も
や
親
を
育
て

て
い
は
し
な
い
か

見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
気
に
し
飾
り
、
か
ん
じ
ん
の
「
子
ど
も
自
身
」

を
育
て
る
こ
と
を
見
失
っ
た
運
動
会
や
学
習
発
表
会
を
指
向
し
て
い
は
し

な
い
か

見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
気
に
し
た

「
集
中
豪
雨
」
の
よ
う
な
「
練
習
」
を
子
ど
も
に
強
い
て
子
ど
も
を
損
っ

て
い
は
し
な
い
か

見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
気
に
し
飾
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
は
し
な
い
か

「
ほ
ん
も
の
」
と
「
に
せ
も
の
」
は

「
見
え
な
い
と
こ
ろ
」
の
在
り
方
で
決
ま
る

「
根
」
を
養
お
う

「
根
を
養
え
ば
樹
は
お
の
ず
か
ら
育
つ
」
の
で
あ
る
。

▲搬入されたごみを検査する検査員
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月
８
日
、
第
２
次
霊
園
整
備

１１
事
業
の
候
補
地
と
し
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
市
場
地
区
か
ら
、

整
備
事
業
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

正
式
に
合
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
高
屋
霊
園
は
、
昭
和　
４５

年
に
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、
１
、

３
１
１
区
画
の
霊
域
を
保
有
し
て

い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
区
画
に
つ

い
て
永
代
使
用
の
許
可
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
待

機
者
が
１
０
０
人
を
超
す
状
態
と

な
り
、
早
急
に
第
２
次
霊
園
の
整

備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
候
補
地
は
、
ま
と
ま
っ
た
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
あ
る
こ
と

に
加
え
、
平
地
面
積
が
多
く
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
策
が
容
易
で
、
幹
線

道
路
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
候
補
地
と
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
合
意
を
受
け

て
平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

２２

整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

月
４
日
、
港
地
区
県
民
交
流

１１
広
場（
愛
称
・
わ
く
わ
く
館
）が
港

地
区
公
民
館
の
敷
地
内
に
完
成
し
、

関
係
区
長
や
行
政
関
係
者
、
地
元

関
係
者
な
ど
が
集
り
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
港
地
区
区
長
会

が
県
の
平
成　

年
度
「
県
民
交
流

１９

広
場
事
業
」
の
補
助
を
受
け
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造
平
屋
建

て
瓦
葺
、
床
面
積
約
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
交
流
広
場
の
ほ
か
、

湯
沸
し
室
、
倉
庫
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
を
設
置
し
た
多
目
的
ト
イ
レ
を

港
地
区
県
民
交
流
広
場「
わ
く
わ
く
館
」が
完
成

地
域
の
活
動
拠
点
施
設
と
し
て
新
た
に
整
備

第
２
次
霊
園
整
備
事
業
候
補
地
が
正
式
決
定

平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し
整
備
に
着
手

２２

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１０
　

日
・
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道

13

整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

促
進
大
会

　

日
・
近
畿
地
方
道
路
整
備
促
進

18

総
決
起
大
会（
東
京
）

　
　

・
地
方
再
生
政
策
対
話（
東

京
）

　

日
・
気
比
土
地
区
画
整
理
事
業

19

竣
工
式

　

日
・
大
石
り
く
ま
つ
り（
〜　

20

21

日
）

　

日
・
台
風　

号
メ
モ
リ
ア
ル
事

21

23

業

　

日
・
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

30

　

岡
山

in

【　

月
】

１１１
日
・
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

・
豊
岡
市
美
術
展　

全
但
児

童
生
徒
作
品
展（
〜
５
日
）

３
日
・
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球

選
手
権
大
会（
〜
４
日
）

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
開

園
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
日
・
港
地
区
県
民
交
流
広
場
竣

工
式

５
日
・
豊
岡
北
地
区
暴
力
追
放
・

防
犯
・
交
通
安
全
大
会

６
日
・
図
書
館
城
崎
分
館
開
館
記

念
式
典

７
日
・
城
崎
温
泉
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
竣
工
式

　

日
・
兵
庫
県
保
育
大
会

10

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成

温
泉
街
の
玄
関
口　
車
椅
子
利
用
者
や
高
齢
者
に
配
慮

　
　

月
７
日
、
車
椅
子
利
用

１１
者
や
高
齢
者
に
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
と
Ｊ
Ｒ
城
崎
温

泉
駅
で
設
置
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２

基
が
完
成
し
、
完
成
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

同
駅
の
１
番
と
２
・
３
番

ホ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
、
既
存
の 
跨  
線 
橋
に
接
続

こ 

せ
ん

し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は

約
１
億
３
千
万
円
で
、
市
と

Ｊ
Ｒ
の
ほ
か
、
地
元
の
各
種

団
体
で
構
成
す
る
「
城
崎
温

泉
駅
を
愛
す
る
会
」
か
ら
の
１
、

５
０
０
万
円
の
寄
付
に
よ
り
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
１
番
ホ
ー
ム
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
で
開
か
れ
た
完
成
式

典
で「
城
崎
温
泉
駅
を
愛
す
る
会
」

代
表
の
西
村　

肇
さ
ん
は
「
城
崎

の
よ
う
に
駅
か
ら
続
く
観
光
地
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
観
光
客
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
往
復
特
急

と
カ
ニ
料
理
の
昼
食
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
「
か
に
か
に

日
帰
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
も
始
ま

り
、
地
元
の
旅
館
経
営
者
ら
は
、

和
太
鼓
演
奏
や
雑
炊
を
振
舞
う
な

ど
し
て
観
光
客
を
も
て
な
し
て
い

ま
し
た
。

備
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
乳
幼
児
学
習
サ
ー
ク
ル

や
高
齢
者
生
き
が
い
教
室
な
ど
の

公
民
館
活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

▲「わくわく館」の完成を祝い、
くす玉を割る関係者ら

▲完成したエレベーターの前でテープカットする関係者ら



17 広報とよおか　2007.11.25

　
　

月　

日
、
市
議
会
臨
時
会
が

１１

１４

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
川
口　
 
匡 
さ
ん
、
副
議

た
だ
す

長
に
上
坂
正
明
さ
ん
、
議
員
選
出

の
監
査
委
員
に
岡　

満
夫
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

市
議
会
役
員
人
事
決
ま
る

議
長
に
川
口
さ
ん
、副
議
長
に
上
坂
さ
ん

　
　

月　

日
、
市
で
は
、
兵
庫
県

１０

２１

教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
「
国
体

出
場
選
手
等
に
よ
る
少
年
少
女
ス

ポ
ー
ツ
教
室
」（
空
手
道
競
技
）を

出
石
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
秋
開
催
さ
れ

た「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」を
契
機

に
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な

げ
る
目
的
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
田
中
千
秋
監
督
（
西

宮
市
）
と
、
豊
岡
市
出
身
の
稲
垣

宏
実
選
手
、
岡
田
豊
弘
選
手
を
講

師
に
招
き
、
講
話
や
模
範
演
技
、

そ
し
て
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
兵
庫
国
体「
形
の
部
」で

優
勝（
今
年
の
秋
田
国
体
第
３
位
）

し
た
稲
垣
選
手
か
ら
は
、「
自
分
一

人
で
は
何
も
出
来
な
い
。
親
や
恩

師
、
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
兵
庫
国
体
に
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」
と
国
体
で
の
経

験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
形
」

「
組
手
」
の
基
本
か
ら
、
空
手
道

に
取
り
組
む
姿
勢
ま
で
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、

国
体
選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
、
市
が
整
備
を
進
め

１０

２７

て
い
る
「（
仮
称
）
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の

戸
島
湿
地
」（
城
崎
町
戸
島
）
周
辺

の
山
林
で
、
モ
ウ
ソ
ウ
竹
の
伐
採

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
企
業
・
団
体

等
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動（
社
会
的
貢
献
）

と
し
て
行
わ
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
復
建
調
査
設
計
（
株
）、

円
山
川
漁
業
協
同
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
伐
採
し

た
竹
を
次
々
と
積
み
あ
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
も
の
が
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
想
う
人
た
ち
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
」
と
口
を
そ
ろ
え
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

「
国
体
出
場
選
手
等
に
よ
る
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」を
開
催

国
体
開
催
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興　
未
来
の
国
体
選
手
に
期
待

戸
島
湿
地
周
辺
の
里
山
を
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が　
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
る
竹
を
伐
採

▲講師の指導を受けながら突きや蹴りの練習をする子どもたち▲生い茂った竹を伐採する参加者たち

◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

　

◎
芝
地
邦
彦　

○
升
田
勝
義

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

　

◎
稲
垣
の
り
子　

○
伊
藤　

仁

【
文
教
委
員
会
】

　

◎
村
岡
峰
男　

○
門
間
雄
司

【
建
設
経
済
委
員
会
】

　

◎
森
田
健
治　

○
福
田
嗣
久

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
木
谷 
敏  
勝 　

○
広
川
善
徳

と
し 
ま
さ

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　

◎
野
口
逸
敏　

○
福
田
嗣
久

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
谷
口
勝
己　

○
椿
野
仁
司

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
吉
岡
正
章　

○
森
本
陸
夫

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

　

◎
古
谷
修
一　

○
青
山
憲
司

監査委員

岡　 満 夫
副議長

上 坂 正 明
議　長

川 口　 匡
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出
石
城
下
町
の
歴
史
的
な
町
並

み
を
保
存
す
る
た
め
に
、
豊
岡
市

は
８
月
１
日
、
文
部
科
学
大
臣
に

対
し
て
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区（
重
要
伝
建
地
区
）」
の

選
定
申
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、　

月　

日
に
文
化
審

１０

１９

議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
出
石

伝
建
地
区
を
重
要
伝
建
地
区
に
選

定
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
内
に
行
わ
れ

る
官
報
告
示
を
経
て
、
出
石
伝
建

地
区
が
国
の
重
要
伝
建
地
区
に
選

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

月　

日
、
豊
岡
市
戦
没
者
追

１０

２６

悼
式
を
、
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

で
し
め
や
か
に
挙
行
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
遺
族
・
関
係
者
ら

約
６
３
０
人
が
参
集
し
、
市
内
全

域
で
４
、０
０
０
余
に
の
ぼ
る
御

霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

式
は
参
加
者
全
員
の
黙
祷
の
後
、

主
催
者
で
あ
る
中
貝
市
長
が
、「
戦

没
者
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。
そ
し

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
岡
を
、

さ
ら
に
命
が
輝
く
ま
ち
に
し
て
未

来
へ
と
つ
な
ぐ
。
そ
れ
が
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓

に
よ
る
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
に
続

き
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
祭

壇
へ
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

命
の
尊
さ
を
改
め
て
か
み
し
め

る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

先
人
の
思
い
を
受
け
継
い
で　
未
来
へ
つ
な
ぐ

出
石
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝
建
地
区
に
選
定
へ

趣
と
情
緒
あ
る
町
並
み
が
評
価
さ
れ
る ▲会場に訪れた参加者は平和へ

の誓いを新たにした

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
豊
岡
市
出

身
の
芸
術
家
か
ら
多
く
の
作
品
を

寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
画
や
書
な
ど

の
作
品
は
市
施
設
の
ロ
ビ
ー
な
ど

に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
作
品
の

多
く
は
、
状
態
を
保
持
す
る
た
め
、

通
常
収
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
る
状

態
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
貴
重
、
か
つ
、
芸
術

性
豊
か
な
こ
れ
ら
の
作
品
を
よ
り

多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

ま
た
本
市
出
身
の
芸
術
家
の
偉
大

な
功
績
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
豊
岡
市
バ
ー
チ
ャ
ル
美
術
館
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ン

ツ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
蔵
品
を

一
堂
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
順
次
更
新
し
、
各
施

設
等
で
保
管
や
展
示
し
て
あ
る
作

品
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、「
豊
岡
市
教
育
行
動
計
画
」
の

中
で
「
幼
児
期
に
お
け
る
運
動
遊

び
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
平

成　

年
度
か
ら
本
格
導
入
し
て
い

１９
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
在
宅
乳
幼
児
の

保
護
者
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
周
知
す
る
た
め
、
幼
児
期
に

お
け
る
運
動
支
援
の
必
要
性
の
普

及
啓
発
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
３
歳
児
健

診
対
象
児
の
全
保
護
者
に
健
診
来

場
時
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ（
約
７
分
間
）は
待
合
時
間
な

ど
を
利
用
し
て
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、
幼
児
期
に
お
け

る
動
的
な
遊
び
の
必
要
性
や
親
子

ふ
れ
あ
い
運
動
遊
び
の
紹
介
、
保

育
園
・
幼
稚
園
で
の
活
動
の
様
子

な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
子
ど
も
育
成
課

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
豊
岡
市
バ
ー
チ
ャ
ル
美
術
館
」を
開
設

さ
ま
ざ
ま
な
所
蔵
品
を
一
堂
に
紹
介

幼
児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
事
業
の
展
開

３
歳
児
健
診
で
普
及
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
Ｐ
Ｒ ▲所蔵品のほか、展示会に出品された作品も紹介し

ています▲運動遊び事業普及啓発用パンフレット

▲重要伝建地区に選定される城下町
の町並み
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月　

日
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

１１

１３

ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）を
使
用
し
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
配
送
車
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
市
内
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
た
使
用
済

み
の
天
ぷ
ら
油（
ナ
タ
ネ
油
含
む
）

を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製
装
置
で
精
製
し
た

も
の
で
す
。

　

同
装
置
は
、
１
０
０
リ
ッ
ト
ル

の
使
用
済
み
油
を
、
約
６
時
間
か

け
て
約　

リ
ッ
ト
ル
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に

９５

変
換
し
ま
す
。

　

ま
た
、
精
製
時
に
発
生
す
る
グ

リ
セ
リ
ン
等
は
、
洗
浄
液
（
バ
イ

オ
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
）
と
し
て
使

用
す
る
な
ど
、
使
用
済
み
油
を
有

効
活
用
し
ま
す
。

　

配
送
車
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
入
れ
た
中

貝
市
長
は
「
環
境
対
策
に
取
り
組

む
豊
岡
の
象
徴
的
な
事
業
と
し
て
、

今
後
も
着
実
に
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
燃
料

を
入
れ
ら
れ
た
配
送
車
は
、
早
速
、

学
校
へ
向
け
て
走
り
出
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
平
成　

年
の
台
風

１０

２０

１６

　

号
水
害
か
ら
３
年
を
迎
え
た
市

２３で
は
、　

日
、
台
風　

号
メ
モ
リ

２１

２３

ア
ル
事
業
と
し
て
、「
あ
の
日
を
わ

す
れ
な
い
」を
テ
ー
マ
に
し
た「
防

災
の
つ
ど
い
＆
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
な

ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
台
風　

号
の
犠

２３

牲
者
の
追
悼
と
、
被
災
経
験
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
防

災
・
減
災
対
策
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
防
災
の
つ

ど
い
が
行
わ
れ
た
後
、
京
阪
神
で

活
動
す
る
総
勢
２
０
０
人
を
超
え

る
「
ボ
ビ
ー
ズ
・
ヘ
ヴ
ン
リ
ー
・

ク
ワ
イ
ア
ー
」
や
豊
岡
高
等
学
校

音
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ゴ
ス

ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
、「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
や
「
ふ
る

さ
と
」
な
ど　

曲
が
披
露
さ
れ
ま

１７

し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
豊
岡
河
川

国
道
事
務
所
職
員
か
ら
当
時
の
被

害
状
況
や
復
興
状
況
な
ど
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
災
害
復
興
現
場

を
バ
ス
で
巡
る
「
災
害
復
興
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
市
民
ら
約　
３０

人
が
円
山
川
立
野
大
橋
上
流
決
壊

地
点
や
出
石
川
鳥
居
橋
上
流
決
壊

地
点
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）を
学
校
給
食
配
送
車
に
使
用

使
用
済
み
の
食
用
油
を
精
製
し
て
燃
料
へ　
環
境
配
慮
に
一
歩
前
進

防
災
の
つ
ど
い
＆
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

台
風　

号　

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

２３

▲給食配送車にＢＤＦを入れる中貝市長
▲ボビーズ・ヘヴンリー・クワイアーや豊岡高等学
校音楽部の皆さんによる「ゴスペルコンサート」

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

4

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
近
況
報
告 

　

首
相
官
邸
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

月　

日
の
夕
刻
。
政
府
の
地
域

１０

１８

活
性
化
統
合
本
部
の
メ
ン
バ
ー
が

地
域
の
声
を
聞
く
と
い
う
会
議
で

し
た
。
豊
岡
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
喜

び
勇
ん
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

町
村
官
房
長
官
、
増
田
総
務
大

臣
、
若
林
農
林
水
産
大
臣
、
大
田

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
等
が
出

席
さ
れ
、
市
町
村
長
と
民
間
か
ら

６
人
が
招
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
３
分
間（
！
）で
ス

ピ
ー
チ
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る

取
組
み
と
環
境
経
済
戦
略
に
つ
い

て
述
べ
た
ら
「
２
分
経
過
」
の
メ

モ
。
そ
こ
で
、
子
育
て
支
援
の
こ

と
を
一
分
で
。
ぴ
っ
た
り
三
分
。

そ
の
後
意
見
交
換
。
町
村
長
官
も

増
田
大
臣
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ダ
ー

ウ
ィ
ン
が
来
た
！
」
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
。

　
　

月　

日
は
、
環
境
省
地
球
環

１０

２４

境
局
長
の
と
こ
ろ
へ
。
来
年
５
月
、

先
進
国
の
環
境
大
臣
会
議
が
神
戸

で
あ
り
ま
す
。
豊
岡
ま
で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で　

分
、
ぜ
ひ
豊
岡
へ
、

３０

と
い
う
お
願
い
で
し
た
。
実
現
す

る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
　

月　

日
、
ア
ジ
ア
･
太
平
洋

１０

３１

水
サ
ミ
ッ
ト
の
事
務
局
へ
。　

月
１２

に
別
府
で
水
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ

る
の
で
す
。
担
当
者
は
、
あ
と
２

カ
月
早
く
聞
い
て
い
た
ら
何
か
で

き
た
の
に
、
と
残
念
が
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
平
成　

年
、
ト
ル
コ

２１

で
開
か
れ
る
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
ア
ピ
ー
ル
も
考
え
ま
し
ょ
う
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

帰
り
に
再
び
官
邸
へ
。
旧
豊
岡

市
助
役
の
同
期
が
岩
城
官
房
副
長

官
の
秘
書
官
だ
と
聞
い
て
、
出
向

き
ま
し
た
。
副
長
官
と
名
刺
交
換

す
る
と
、「
こ
れ
で
三
度
目
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
大
野
副
長
官
と
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
バ
ッ
タ
リ
。

　

合
併
後
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

水
害
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
講
演
も
し

て
き
ま
し
た
。
回
数
は　

回
以
上
、

７０

聴
衆
は
約
１
５
、０
０
０
人
に
な

り
ま
す
。
移
動
の
飛
行
機
は
年
間

　

回
を
超
え
ま
す
。
ど
こ
か
の
知

５０事
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

も
豊
岡
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

飛
び
続
け
て
い
ま
す
。
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月
５
日
、
豊
岡
北
地
区
暴
力
追
放
・
防
犯
・
交

１１
通
安
全
大
会
が
城
崎
大
会
議
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域

住
民
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
目
指
し
て
、
豊
岡
北
警
察
署
管
内
（
港
・

城
崎
・
竹
野
地
域
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
防

犯
や
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
へ
の
表

彰
式
の
ほ
か
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
球
団

本
部
長
の
中
村
勝
広
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
城
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
や
交
通
少

年
団
、
城
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
実
現
」
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
を
、

地
域
住
民
、
行
政
、
警
察
の
三
者
が
誓
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
小
田
井
区
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

１０

２８

が
協
働
し
て
「
そ
れ
行
け
！
お
だ
い
探
検
隊
」
を
小

田
井
区
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、ま
ち
へ
の
関
心
を
高
め
、防
災
意
識

を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
当
日
は
、

前
回
開
催
し
た
下
陰
区
に
引
き
続
き
、 ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

モ  
ッ  
ト  
ー

ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
の
栗
木　

剛
さ
ん
に
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

人
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
２

１２

班
に
分
か
れ
て
、
地
区
内
に
あ
る
消
火
栓
や
防
火
水

槽
、
危
険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
地
図
上
に
書
き
込

ん
だ
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
大
き
な
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
消
火

器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
も
実
施
し
、
楽
し
み
な
が
ら

自
主
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
竹
野
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

１１

１１

秋
の
町
民
球
技
大
会
「
第
７
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
が
、
竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
在
住
者
を
対
象
に　

チ
ー
ム
（
男

１５

女
混
成
４
人
１
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
ゴ
ム
製
の
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
家
族
や
友
人
な
ど
が
元

気
に
声
援
を
送
る
と
、
出
場
者
た
ち
の
プ
レ
ー
に
も

熱
が
こ
も
り
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と
な
る
場
面
も
み

ら
れ
ま
し
た
。な
お
、優
勝
は
３
班
Ａ
チ
ー
ム（
御
又
・

森
本
・
坊
岡
地
区
）
が
勝
ち
取
り
、
勝
利
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

▲城崎温泉街を合同でパレードする城崎小学校金管
バンドと城崎中学校吹奏楽部の皆さん

▲大きな防災マップ作りに、保護者と一緒に取り組
む子どもたち

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
大
会

安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

秋
の
町
民
球
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

　

爽
や
か
な
汗
を
か
こ
う
！ ▲出場者への声援が飛び交う中、白熱したプレーが繰り

広げられた

そ
れ
行
け
！
お
だ
い
探
検
隊

子
ど
も
た
ち
が自

主
防
災
活
動
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月
３
日
、
但
馬
の
小
京
都
出
石
で
「
出
石
お
城

１１
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の

中
、市
内
外
か
ら
約
３
５
、０
０
０
人
の
観
光
客
が
訪

れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
人
気
を
集
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
参
勤

交
代
の
様
子
を
復
元
し
た
大
名
行
列
槍
振
り
で
す
。

子
ど
も
の
部
と
大
人
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
子
供

大
名
行
列
で
は
、
地
元
の
小
学
生
が
馬
に
乗
っ
た
り
、

鉄
砲
隊
を
率
い
た
り
し
て
勇
壮
に
城
下
町
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

槍
振
り
で
は
、
出
石
中
学
校
１
年
生
が
夏
休
み
返

上
で
特
訓
し
た
妙
技
を
披
露
し
、
沿
道
に
集
ま
っ
た

観
客
ら
か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、
第　

回
阿
瀬
渓
谷

１１

３１

紅
葉
ま
つ
り（
阿
瀬
観
光
協
会
主
催
）が
、
日
高
町
羽

尻
の
阿
瀬
渓
谷
で
開
催
さ
れ
、
赤
や
黄
色
に
色
づ
き

始
め
た
景
色
を
楽
し
む
た
め
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

阿
瀬
渓
谷
に
は「
阿
瀬　

滝
」と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ

４８

ま
な
滝
が
あ
り
、「
ひ
ょ
う
ご
森
林
浴
場　

選
」「
ひ
ょ

５０

う
ご
風
景
１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
そ
の
絶
景
を
楽
し
む
景
品
付
き
森
林
浴
め
ぐ

り
や
渓
谷
の
味
覚
販
売
、
ニ
ジ
マ
ス
の
川
釣
り
な
ど

が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
は
、
阿
瀬
渓
谷
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
、
１
１
０
人
の
参
加
者
が
落
葉
の
中
を
歩
き
、
阿

瀬
渓
谷
の
秋
の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▲大自然の中でニジマスの川釣りを楽しむ来場者

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
、
但
東
町
矢

１１

１１

１５

根
の
区
公
民
館
で
「
但
東
っ
子
通
学
合
宿
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
合
橋
、
高
橋
、
資
母
の

異
な
る
小
学
校
に
通
う
小
学
３
〜
６
年
生
の　

人
が
、

３６

４
泊
５
日
の
共
同
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
１
つ
の
公
民
館

に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
各
学
校
に
通
い
、
家
族
か

ら
離
れ
て
集
団
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性

や
自
立
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
か
ら
帰
り
、
宿
題
を
済
ま

せ
る
と
、
地
区
の
方
な
ど
の
協
力
を
得
て
夕
食
を
作

り
、
ま
た
、
近
所
の
お
宅
で
「
も
ら
い
風
呂
」
を
し

て
、
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲みんなで会話をしながらおいしく夕食を食べる子ど
もたち。部屋には、みんなのランドセルが並ぶ

出
石
お
城
ま
つ
り

城
下
町
に
江
戸
時
代
の

様
子
を
再
現

▲観客の視線が集まる中、次 と々槍振りを披露する子ども
たち

第　

回
阿
瀬
渓
谷 
紅  
葉 
ま
つ
り

こ
う 
よ
う

３１
紅
葉
の
景
色
と

川
釣
り
を
楽
し
む

但
東
っ
子
通
学
合
宿

楽
し
い
共
同
生
活

み
ん
な
と
お
い
し
い
夕
食
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の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る

竹
野
南
地
域
。
そ
の
自
然
豊
か
な

地
域
の
谷
間
を
通
る
一
本
道
を
抜

け
、
山
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
炭
づ

く
り
に
励
ん
で
い
る
の
は
、
飯
田

与
市
次
さ
ん
で
す
。

　

飯
田
さ
ん
は
「
自
然
に
囲
ま
れ

て
悠
々
自
適
に
炭
づ
く
り
に
没
頭

し
て
い
ま
す
」
と
両
手
を
広
げ
て

得
意
げ
に
豊
か
な
自
然
を
強
調
し

ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
が
炭
づ
く
り
を
始
め

た
の
は
、　

歳
の
時
。
父
親
に
教

１５

わ
り
な
が
ら
、
炭
づ
く
り
の
「
い

ろ
は
」
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

間
も
な
く
父
親
が
他
界
し
、
教

わ
っ
た
こ
と
を
胸
に
、
今
日
ま
で

そ
の
技
術
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
半
世
紀
以
上
の
経
験

を
活
か
し
て
、
竹
野
南
里
山
の
会

が
開
催
す
る
炭
づ
く
り
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
が
使
用
す
る
炭
材
は

地
元
竹
野
で
採
れ
た
「
コ
ナ
ラ
」

の
木
で
す
。

　

炭
づ
く
り
は
、
ま
ず
、
密
閉
性

の
高
い
窯
の
中
に
炭
材
を
並
べ
て

入
れ
、
窯
の
入
口
付
近
で
口
火
焼

き
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
全
体
に

火
が
回
り
、
炭
材
が
自
発
炭
化
を

始
め
る
と
、
窯
の
口
を
小
さ
く
し

て
蒸
し
焼
き
に
し
ま
す
。
炭
化
が

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
真
っ
赤
に

な
っ
た
炭
材
を
窯
か
ら
取
り
出
し
、

灰
を
被
せ
て
じ
っ
く
り
と
火
を
消

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
炭
づ
く
り
は
火

を
入
れ
る
の
は
最
初
の
一
回
だ
け

で
、
そ
の
後
は
、
口
を
小
さ
く
し

た
り
、
火
を
消
す
微
妙
な
タ
イ
ミ

ン
グ
に
よ
っ
て
、
炭
の
良
し
悪
し

や
特
徴
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
長
年
の
経
験
と
、

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
が
必
要
に

な
り
、
こ
れ
が
備
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
た
だ
の
灰
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら「
火

と
炭
と
会
話
す
る
」
と
飯
田
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
炭
を
焼
く
過
程
で
取
れ

る
木
酢
液
に
つ
い
て
も
、
興
味
深

い
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

木
酢
液
は
、
炭
を
焼
く
時
に
出

る
煙
を
冷
却
し
、
液
体
に
し
た
も

の
を
い
い
、
園
芸
や
農
業
な
ど
で

殺
虫
剤
や
土
壌
改
良
剤
の
一
つ
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲配管工会社や保険会社などに勤務する傍
ら、長年、炭づくりを続けてきた飯田さ
ん。区長を歴任するほか、多分野の役員
を務めるなど、地域に貢献している。趣
味は日曜大工などの物づくり

　竹野地域には、長年、炭づくりを続けている男性がいます。炭づく
りを通じて、地域の活性化や地区住民とのふれあい、そして自然の大
切さを伝えようと取り組んでいる一人の男性を紹介します。

▲

仕
上
げ
た
炭
を
選
別
す
る
飯
田
さ
ん

炭づくりに元気の秘訣あり
　自然と人をつなぐ活動を展開

飯田 与  市  次 
よ し じ

さん（７１歳）竹野町 銅山 在住
あかがねやま

▲窯から丁寧に炭を取り出す飯田さん。出来
具合が気になる緊張の瞬間

近
所
の
友
人
が
集
ま
る

　
　
　
　
　

憩
い
の
場

父
親
に
教
わ
っ
た
炭
づ
く
り

火
と
炭
と
会
話
す
る　
　

　

飯
田
さ
ん
は
、
冬

の
寒
い
時
期
、
窯
の

煙
突
に
管
を
通
す
な

ど
の
手
法
を
独
自
で

考
案
し
、
そ
の
管
に

結
露
し
た
水
分
を
集

め
、
木
酢
液
に
し
て

い
ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
の
作
る

木
酢
液
は
近
所
で
も

好
評
で
、
主
に
園
芸

や
農
業
に
使
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
窯
の
熱
で
暖
を
と
ろ
う

と
友
人
た
ち
が
集
ま
り
、
炭
が
焼

け
る
ま
で
の
間
、
談
話
の
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
ほ
っ
こ
り
し
た

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
森
林
破
壊
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、「
時
々
、
雑
木

を
切
っ
て
や
ら
な
い
と
森
林
は
育

ち
ま
せ
ん
。
昔
の
多
く
の
人
々
は
、

こ
の
炭
づ
く
り
を
仕
事
と
し
て
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
自
然
と
う
ま

く
付
き
合
い
な
が
ら
続
け
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
飯
田
さ

ん
。
静
か
な
山
の
ふ
も
と
で
、「
パ

チ
パ
チ
」「
チ
ン
チ
ン
」
と
い
う
音

で
炭
材
の
燃
え
具
合
を
耳
で
聞
き

分
け
、
今
日
も
火
を
消
す
タ
イ
ミ

ン
グ
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。

自
然
と
う
ま
く　
　
　

付
き
合
う
こ
と
が
大
切
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三
江
小
学
校
は
、
豊
岡
市
街
地

の
東
部
に
位
置
し
、
周
囲
に
は
、

山
あ
い
の
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
校
区
に
は
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
が
あ
り
、
時
折
、
放

鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
校
庭
の

人
工
巣
塔
に
飛
来
し
て
い
ま
す
。

　

三
江
小
学
校
に
通
う
児
童
会
長

の
広
山
夏
美
さ
ん（
６
年
）は
、
金

管
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
習
字
や
ピ
ア
ノ
も
特

技
で
す
。

　

今
回
は
、
広
山
さ
ん
に
三
江
小

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

三
江
小
学
校
 

案
内
者
 広
山
夏
美
 

（
豊
岡
） 

さ
ん
 

２８ 
こ
う 

や
ま 

　

三
江
小
学
校
の
特
徴
は
、
環
境

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。

　

こ
の
環
境
学
習
は
、「
み
つ
め
よ

う　

い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
拠
点
と
な

る
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
学
年
ご
と
に
郷

公
園
の
探
検
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物

調
査
、
地
域
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の

つ
な
が
り
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
取

組
み
は
、
４
年
生
の
時
に
体
験
し

た
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
づ
く

り
で
す
。
田
お
こ
し
か
ら
脱
穀
、

も
み
す
り
ま
で
を
体
験
し
、
収
穫

後
の
わ
ら
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
作

り
も
行
い
ま
し
た
。
米
づ
く
り
の

大
変
さ
と
収
穫
し
た
時
の
喜
び
を

学
び
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
、「
お
年
寄
り
に
学
ぶ

１１
会
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
講

師
に
招
き
、
わ
ら
で
ぞ
う
り
や
人

形
を
作
っ
た
り
、
戦
争
の
体
験
談

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
江
小
学
校
の
特
徴
的

な
取
組
み
と
し
て
「
ノ
ー
テ
レ
ビ

デ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

毎
月　

日
を
「
家
で
は
テ
レ
ビ
を

１０

見
な
い
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
も
し
な

い
日
」
と
決
め
て
、
家
族
と
の
団

ら
ん
を
楽
し
み
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
い
つ
も
よ
り
家
族

と
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
で
、

家
族
の
つ
な
が
り
も
深
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。

▲「お年寄りに学ぶ会」で地域の高齢者
にあやとり遊びを学ぶ子どもたち

　

毎
週
火
曜
日
の
夜
、
豊
岡
小
学

校
の
音
楽
室
か
ら
軽
快
な
太
鼓
の

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
午
後
７
時
か
ら
２
時
間
、

太
鼓
の
練
習
を
し
て
い
る
の
は

「
豊
岡
こ
う
の
と
り
太
鼓
」
の
皆

さ
ん
で
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
平

成　

年
に
発
足
し
、
現
在
の
会
員

１２
数
は
約　

人
。
小
学
生
か
ら
大
人

３０

ま
で
が
所
属
し
、
汗
を
流
し
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
吉
岡
賢
次

さ
ん（
正
法
寺
）は
「
太
鼓
の
力
強

さ
と
演
奏
者
の
演
舞
、
そ
し
て
元

気
の
よ
さ
が
魅
力
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
今
年
９
月
に

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
８

回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
優
勝
し
、
続
く
来
年
３
月

に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
の
出
場
が
控
え
て
お
り
、
練
習

に
も
熱
が
こ
も
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
熊
田
和
也
く
ん

（
豊
岡
南
中
１
年
）は
「
太
鼓
を
叩

く
と
気
持
ち
い
い
で
す
。
練
習
は

厳
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
演
奏

す
る
と
年
齢
の
違
う
メ
ン
バ
ー
と

一
体
に
な
れ
る
感
じ
が
た
ま
り
ま

せ
ん
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話
し

ま
す
。

　

ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
は
誰
も
が

気
軽
に
太
鼓
の
楽
し
さ
を
体
験
で

き
る
よ
う
に
と
、
毎
週
火
曜
日
の

練
習
会
は
「
オ
ー
プ
ン
会
場
」
に

し
、
太
鼓
演
奏
に
興
味
の
あ
る
人

が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
岡
さ
ん
は
「
私
た
ち
が
演
奏

す
る
太
鼓
を
見
て
聞
い
て
も
ら
っ

て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
元
気

に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
豊
岡
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲恵まれた自然と環境を利用して
環境学習に取り組む三江小学校

　

三
江
小
学
校
で
は
、
環
境
学
習

を
中
心
と
し
て
、
地
域
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
い

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲全国大会の出場に向け、練習に打ち込む
メンバー

『
豊
岡
こ
う
の
と
り
太
鼓
』（
豊
岡
）

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で　
み
ん
な
を
元
気
に
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シ
リ
ー
ズ 

2

コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
開
中 

る
方
）
を
「
下
手
」
と
い
い
、
舞

台
の
上
手
に
は
「
太
夫
座
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
「
太
夫
座
」
は
、
上
下
２

段
に
な
っ
て
い
て
、
上
段
は
義
太

夫
狂
言
を
語
る
場
所
（
い
わ
ゆ
る

ナ
レ
ー
タ
ー
）
で
、
中
２
階
の
床

の
こ
と
を
「
チ
ョ
ボ
床
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
前
面
に
は
「 
御  
簾 
」
が

み 

す

付
け
ら
れ
て
お
り
、
場
面
に
よ
っ

て
巻
き
上
げ
ら
れ
た
り
下
ろ
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
巻
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
状
態
で
の
義
太
夫
の
語
り
を

「 
出  
語 
り
」、下
ろ
さ
れ
て
い
る
状

で 

が
た

態
で
の
語
り
を
「 
御  
簾  
内 
」
と
呼

み 

す 

う
ち

び
ま
す
。

　

こ
の
「
チ
ョ
ボ
床
」
は
、
台
車

に
も
な
っ
て
い
て
、
義
太
夫
と
三

味
線
弾
き
を
乗
せ
た
ま
ま
、「
御

簾
」
を
巻
き
上
げ
て
前
に
せ
り
出

す
機
構
が
永
楽
館
に
は
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
下
段
は
三
味
線

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
舞
台
設
備
　
　  

」 

（
そ
の
2
） 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
来
年
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽 

館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

④ 
　

今
回
は
、
前
回
に
続
き
、
永
楽

館
に
残
る
多
く
の
舞
台
設
備
の
特

徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

客
席
か
ら
舞
台
へ
向
か
っ
て
右

側
を
「
上
手
」、
左
側
（
花
道
の
あ

や
笛
な
ど
の 
囃  
子 
方
の
座
る
「
囃

は
や 

し

子
場
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
永
楽
館
の
「
太
夫
座
」

の
壁
や
天
井
に
は
、
歴
代
の
興
行

で
役
者
な
ど
出
演
者
が
残
し
て

い
っ
た
張
り
紙
や
落
書
き
な
ど
が

多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
馬
立
て
〉

　

馬
立
て
は
、
舞
台
袖
に
あ
り
、

柱
で
枠
を
組
ん
で
棚
を
設
け
、
そ

こ
に
遠
見
（
背
景
画
）
な
ど
を
格

納
し
て
お
く
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

語
源
に
つ
い
て
は
、
形
体
が
馬

を
つ
な
ぐ
も
の
に
似
て
い
る
か
ら

と
い
う
説
と
、
昔
街
道
で
芝
居
小

屋
が
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、

参
勤
交
代
の
行
列
の
馬
小
屋
と
し

て
馬
立
て
の
小
屋
と
い
う
名
目
で

認
可
さ
れ
、
そ
の
時
用
い
た
馬
立

て
が
現
在
の
馬
立
て
の
初
め
で
あ

る
と
い
う
説
と
が
あ
り
ま
す
。

　

続
き
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣装部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣装部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

ブドウ棚 ブドウ棚 

●
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
「
マ
マ
の
休
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

を
開
始
し
ま
す

　

在
宅
で
の
育
児
家
庭
に
一
時
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
券
を
交
付
し
、

保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

時
間
を
提
供
す
る
「
マ
マ
の
休
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を　

月
下
旬
か
ら

１１

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

平
成　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

１８

ま
れ
た
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

（
保
育
所
入
所
者
を
除
く
）

▽
利
用
可
能
な
保
育
所

市
内　

保
育
所
（
東
保
育
園
・

２１

森
本
へ
き
地
保
育
園
を
除
く
）

▽
利
用
券
の
有
効
期
間

子
ど
も
の
満
１
歳
の
誕
生
日
か

ら
満
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま

で
※
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら　

月

１８

１０

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

３１に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月

２０

１０

　

日
ま
で
有
効
期
限
を
延
長
し

３１

ま
す
。

▽
有
効
利
用
回
数

　

有
効
期
間
中
１
回
の
み

▽
利
用
券
の
交
付

　

７
か
月
児
健
康
診
査
時
に
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
一

緒
に
交
付

※
健
康
診
査
の
受
診
が
終
了
し
た

児
童
に
は
、
保
護
者
宛
て
に
別

途
郵
送
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
お
知
ら
せ
版

　
　
「
子
育
て
支
援
ご
よ
み
」

が
完
成
し
ま
し
た

　

子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
て
、
子

育
て
支
援
の
制
度
や
市
の
施
策
等

を
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
豊
岡
市
子
育
て
支
援

ご
よ
み
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
施
策
の
概
要
や
照
会

先
等
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま

し
た
。
今
回
の
市
広
報
と
一
緒
に

全
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
活
用

く
だ
さ
い
。

　
「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち
」
を
目
指

す
本
市
が
展
開
し
て
い
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
。
今
回
は
、
既
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
事
業
に
加
え
、
新
た
に

具
体
化
し
た
事
業
や
こ
れ
か
ら
開
始
す
る
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

永楽館の内部

〈 
太  
夫  
座 
〉

た 

ゆ
う 

ざ

▽
日
時　
　

月
２
日（
日
）午
後
１

１２

時
〜

▽
場
所　

出
石
永
楽
館
整
備
工
事

現
場

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
近
く
の

市
営
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

永
楽
館
第
5
回
工
事
見
学
会

の
お
知
ら
せ
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■
旭
日
双
光
章

▽
山
本
久
雄
（
但
東
町
水
石
）

　

山
本
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

旧
但
東
町
議
会
議
員（
議
長
）、
豊

岡
市
議
会
議
員
を
務
め
、
地
方
自

治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
単
光
章

▽
浮
田　

茂
（
但
東
町
矢
根
）

　

浮
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

工
業
統
計
調
査
員
を
務
め
、
統
計

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
黄
綬
褒
章

▽
結
城
俊
輔
（
城
崎
町
湯
島
）
旅

　

館
経
営

■
藍
綬
褒
章

▽
月
本
陽
蔵
（
城
崎
町
湯
島
）
豊

　

岡
北
防
犯
協
会
長

▽
西
垣
義
弘
（
城
崎
町
湯
島
）
保

　

護
司

■
自
治
功
労

▽
井
上
正
治
（
日
高
町
山
田
）

▽
木
谷
敏
勝
（
京
町
）

▽
多
田　

勇
（
出
石
町
丸
中
）

▽
中
島
善
則
（
日
高
町
水
口
）

▽
安
井
福
夫
（
庄
境
）

■
福
祉
功
労

▽
竹
岡
多
美
子
（
気
比
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
今
井
な
を
子
（
戸
牧
）

▽
中
井
八
千
代
（
城
南
町
）

▽
西
浦 
満  
智  
子 
（
加
陽
）

み 

ち 

こ

▽
飯
田　
 
剛 
（
竹
野
町
三
原
）

つ
よ
し

▽
伊
藤
静
雄
（
日
高
町
日
置
）

▽
稲
葉
哲
郎
（
祥
雲
寺
）

▽
上
田
忠
雄
（
高
屋
）

▽
宇
川
誠
一
（
城
南
町
）

▽
太
田
吉
男
（
竹
野
町
二
連
原
）

▽
岡
本
久
義
（
但
東
町
河
本
）

▽
佐
藤
信
義
（
出
石
町
内
町
）

▽
高
木　

務
（
中
央
町
）

▽
永
田　

保
（
竹
野
町
下
塚
）

▽
西
谷 
正  
三 
（
出
石
町
三
木
）

ま
さ 

み

▽
西
村
康
夫
（
日
高
町
夏
栗
）

▽
廣
井　
 
信 
（
出
石
町
鳥
居
）

ま
こ
と

▽
本
田　

豊
（
三
原
）

▽
宮
田　

弘
（
竹
野
町
奥
須
井
）

▽
今
井 
古  
鶴 
（
城
崎
町
桃
島
）

こ 

づ
る

▽
小
畑
ひ
ろ
ゑ
（
出
石
町
魚
屋
）

▽
木
下
和
代
（
日
高
町
水
上
）

▽
熊
毛
三
夫
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
信
部
八
千
代
（
出
石
町
水
上
）

▽
田
村　

香
（
森
津
）　

▽
藤
本
文
也
（
泉
町
）

▽
萬
谷
久
司
（
城
崎
町
桃
島
）

▽
本
井
貴
子
（
山
王
町
）

▽
山
�
恭
子
（
戸
牧
）

▽
山
根　

篤
（
塩
津
町
）

■
総
務
大
臣
表
彰

▽
北
見
郁
雄
（
日
高
町
松
岡
）

▽
水
田
喜
太
郎（
日
高
町
観
音
寺
）

▽
佐
伯
武
彦
（
戸
牧
）

■
知
事
賞

▽ 
花  
谷  
泉  
那 
（
港
中
）

は
な 
た
に 
い
ず 

な

■
神
戸
市
長
賞

▽
藤
原
七
海
（
日
高
東
中
）

■
県
教
委
賞

▽ 
咲  
花  
之 
人
   

（
豊
岡
北
中
）

さ
く 
は
な 
ゆ
き 

と

（　

月
１
〜
５
日
、総
合
体
育
館
）

１１
■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
絵
画　

竹
村
一
博
（
引
野
）

▽
書
道　

坪
内 
翠 
楓
   

（
中
央
町
）

す
い 
ふ
う

▽
写
真　

小
川
堅
一（
千
代
田
町
）

▽
彫
塑
・
工
芸

　
　
　
　

秦　

榮
一
郎
（
野
田
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

田
中　

保
（
正
法
寺
）

▽
書
道　

細
川 
太 
翠
   

（
船
町
）

た
い 
す
い

▽
写
真　

上
田　

悟
   

（
大
篠
岡
）

さ
と
し

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　
 
仲  
才 
加
奈
子（
豊
岡
高
）

な
か 
さ
い

■
市
長
賞

▽
植
村
真
帆
（
出
石
中
）

■
学
生
部
門　

審
査
委
員
特
別
賞

▽
谷
口
一
貴
・
西　

公
平
・
脇　

　

雅
之
（
豊
岡
総
合
高
）

■
企
業
部
門　

最
優
秀
賞

▽
岡
田
和
久
・
松
本
邦
晃
・
山
川

　

豊
治
郎（
豊
岡
総
合
高　

教
諭
）

■
空
手
道
競
技　

成
年
女
子
形
の

　

部
第
３
位

▽
稲
垣
宏
実
（
出
石
町
川
原
）

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

兵
庫
県

　

連
合
自
治
会
会
長
表
彰

叙　

勲

「
建
設
技
術
展
２
０
０
７

　

近
畿
」（　

月　

日
）

１０

１１

橋
梁
模
型
製
作
コ
ン
テ
ス
ト

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う　

元
気

!!

い
っ
ぱ
い
の
天
真
が
大
好
き
だ
よ
�
優

し
く
た
く
ま
し
い
男
の
子
に
な
あ
れ　
!!

（
父　
真
・
母　
美
生
、竹
野
町
切
濱
）

す
く
す
く
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
バ

ナ
ナ
が
大
好
き
で
す
。
食
べ
て
寝
て

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。　

（
父　
祐
二
・
母　
悠
子
、八
社
宮
）

（平成１８年１０月１６日生）
宮 崎 天  真 

てん ま

ちゃん

褒　

章

兵
庫
県
自
治
賞

兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

知
事
表
彰

監
査
事
務
功
労
者

兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞

兵
庫
県
と
も
し
び
の
賞

第　

回
日
本
学
生
科
学
賞

５１

県
コ
ン
ク
ー
ル

第　

回
豊
岡
市
美
術
展

５８

第　

回
国
民
体
育
大
会

６２
（
９
月　

〜　

月
９
日
）

２９

１０
秋
田
わ
か
杉
国
体

平
成　

年
防
火
ポ
ス
タ
ー

１９

（平成１９年２月１７日生）
中 尾 百  花 

もも か

ちゃん
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
て
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
運
動
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
高
齢
者
の
交
通
安
全

○　

歳
以
上
の
方
が
車

７０を
運
転
す
る
と
き
は
、

車
に「
紅
葉
マ
ー
ク
」

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
宅
の
近
く
で
事
故
に
遭
う
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
よ
く
知
っ

た
道
で
も
、
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
飲
酒
運
転
追
放「
３
な
い
運
動
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
車

　

を
運
転
し
な
い
。

・
運
転
す
る
と
き
は

　

酒
を
飲
ま
な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ

な
い
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト（
後
部
座
席
を

含
む
）・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
運
転
者
・
助
手
席
は
も
ち
も
ん
、

後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

○
夕
方
・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き

は
、
明
る
い
服
を
着
て
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
は
日
没
が
早
く
な
り
ま
す
。

車
に
乗
る
と
き
は
、
早
め
の
ラ

イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

点
灯
推
奨
時
間
は
、
午
後
４
時

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

－

　

月
１
日（
土
）〜　

日（
月
）－

１２

１０

期

間

期

間

　

分
で
す
。

３０
▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係

　

平
成　

年
度
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

１８

野
生
復
帰
学
術
研
究
奨
励
補
助
制

度
」を
利
用
し
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」を

テ
ー
マ
に
豊
岡
で
行
わ
れ
た
研
究

の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
生
物
学
か

ら
経
済
学
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
豊
岡
を
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
豊
岡
の
「
魅
力
」
や

「
課
題
」に
つ
い
て
、
改
め
て
私
た

ち
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
後
７

１２

１５

時
〜

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

学
術
研
究
発
表
会

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
発
表
者　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

武
田
広
子
（
東
邦
大
学
大
学

院
）・
笠
原
岳
洋
（
宇
都
宮
大
学

大
学
院
卒
）・
本
田
裕
子
（
東
京

大
学
大
学
院
）

▽
参
加
費　

無
料

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係

　

市
内
在
住
の
心
身

障
害
者（
児
）と
保
護

者
を
対
象
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
し

ま
す
。
み
ん
な
で
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
・
祝
）午

１２

２３

募

集

募

集

み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
！

ク
リ
ス
マ
ス
会
参
加
者
募
集

催

し

催

し
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前　

時
〜
午
後
２
時

１０

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
っ
た
り
、
昼
食
会
、
ゲ
ー
ム

な
ど
で
楽
し
み
ま
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

各
地
区
セ
ン
タ
ー

窓
口
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
「
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

不
思
議
な
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と

美
し
い
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）午
後
１

１２

１７

時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室

▽
対
象　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
保

護
者

▽
内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ド

レ
ミ
の
歌
」
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
ほ
か

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
、
整
理
券
は
子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
子
育
て

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
事
前

に
受
け
取
り
、
当
日
、
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
木
）

１２

１３

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係

子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
夢
劇
場
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」

参
加
者
募
集

▽申込み・問合せ

　

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
を
預
か

り
、
健
全
な
育
成
を
図
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
、
平
成　

年
４
月

２０

か
ら
１
年
間
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

夏
休
み
だ
け
の
利
用
申
込
み
は
、

原
則
で
き
ま
せ
ん
。

平
成　

年
度

２０

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
児
募
集

　

ま
た
、
育
児
休

業
復
帰
な
ど
で
年

度
途
中
か
ら
利
用

を
希
望
す
る
方
も
、

こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
や
申
込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も

育
成
課
、
各
教
育
委
員
会
分
室
お

よ
び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ

り
ま
す
。

▽
対
象　

原
則
、
放
課
後
留
守
家

庭
の
小
学
１
〜
３
年
生
で
す
が
、

定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
小
学
４

〜
６
年
生
や
幼
稚
園
児
も
受
け

入
れ
ま
す
。

▽
募
集
期
間　
　

月　

日（
水
）〜

１１

２８

　

月　

日（
火
）

１２

１１

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係

�４３－１３３３中央センター
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

�２３－２５７３豊岡地区センター

�３２－４５０３城崎地区センター

�４７－１４２３竹野地区センター

�４２－０１００日高地区センター

�５２－３０２４出石地区センター

�５４－０１８１但東地区センター

■放課後児童クラブ開設一覧

開設場所名　　称開設場所名　　称

府中小学校府中放課後児童クラブ豊岡めぐみ幼稚園豊岡放課後児童クラブ

日高小学校

日高幼稚園
日高　　　〃

豊岡ひかり幼稚園豊岡第２　〃

八条幼稚園八条　　　〃

静修小学校静修　　　〃三江幼稚園三江　　　〃

出石幼稚園弘道　　　〃五荘幼稚園五荘　　　〃

福住幼稚園福住　　　〃旧五荘公民館五荘第２　〃

寺坂幼稚園寺坂　　　〃田鶴野幼稚園田鶴野　　〃

小坂幼稚園小坂　　　〃新田幼稚園新田　　　〃

小野幼稚園小野　　　〃港西幼稚園港西　　　〃

合橋小学校合橋　　　〃神美幼稚園神美　　　〃

高橋地区公民館高橋　　　〃城崎保育園城崎　　　〃

資母地区公民館資母　　　〃竹野幼稚園竹野　　　〃
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市
で
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら

２０

の
保
育
所
入
所
希
望
児
の
申
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

産
前
・
産
後
、
育
児
休
業
復
帰
な

ど
に
よ
り
、
年
度
途
中
に
入
所
を

希
望
す
る
方
も
、
こ
の
機
会
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地

域
の
保
育
所
で
も
申
し
込
め
ま
す

が
、
森
本
へ
き
地
保
育
園
は
、
竹

野
南
小
学
校
区
在
住
の
児
童
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
書
の
配
布
・
受
付
方
法

〈
新
規
の
方
〉
申
込
書
類
は
こ
ど

も
育
成
課
、
各
教
育
委
員
会
分

室
、
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
に
提
出
く
だ
さ
い
。

〈
継
続
の
方
〉
必
要
書
類
を
保
育

園
か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、
保

育
園
に
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　
　

月　

日（
金
）〜　

月　

日

１１

３０

１２

２０

（
木
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
入
所
決
定　

１
月
下
旬
に
面
接
、

３
月
上
旬
に
入
所
を
内
定
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、
入
所
に
つ

い
て
は
児
童
を
家
庭
内
で
保
育

で
き
な
い
等
の
一
定
の
基
準
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、

　
　

月　

日（
金
）

１１

３０

　

か
ら
配
布
す
る

　
「
保
育
所
入
所
の
ご
案
内
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
保
育

園
係

平
成　

年
度

２０保
育
所
入
所
児
募
集

対　象　児　童対　　象　　施　　設地域
６カ月～就学前（公立）港・城南・西・東（私立）豊陵保育園

豊岡
３カ月～　〃　（私立）みえ・チャイルドハウス保育園
６カ月～　〃　（私立）城崎保育園城崎
６カ月～　〃　（公立）竹野保育園

竹野
　３歳～　〃　（公立）森本へき地保育園
６カ月～就学前
※６カ月未満児につ
　いては事前相談要

（私立）こくふ・八代・蓼川・蓼川第二・静修・三方保育園
日高

（公設民営）清滝・西気保育園
４カ月～就学前（私立）出石愛育園・小坂保育園出石
６カ月～　〃　（公立）合橋保育園

但東
１１カ月～　〃　（公立）高橋・資母保育園

　

兵
庫
県
で
は
、

施
策
や
事
業
の
立

案
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見

や
提
案
を
い
た
だ

く
「
県
民
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
一
緒
に
、
県
政
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
、
在
学
の
県
政
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
方
で
、
パ

１８

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
を
使
用
で
き
る
方

▽
活
動
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
県

政
課
題
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査（
年
４
回
程
度
）に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

県
民
モ
ニ
タ
ー
募

集
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

く
だ
さ
い
。

　

http://w
eb.pref.hyogo.

   jp/ac20/m
onitor.htm

1

▽
登
録
期
間　

登
録
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日

２０

３１

※
希
望
に
よ
り
、
次
年
度
の
更
新

登
録
が
で
き
ま
す

▽
そ
の
他　

謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
県
の
最
新
情
報
を
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
届
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
県
民
政
策
部

知
事
室
広
聴
課

　

�
０
７
８－

３
６
２－

３
０
２
１

▽
職
種
・
人
員　

要
介
護
認
定
調

査
員　

１
人

※
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
福

祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
免
許

を
有
す
る
方
は
優
遇
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
所
持
す
る
方

▽
勤
務
日
等　

月
〜
金
曜
日
の
間

の
週　

時
間

３６

▽
報
酬　

月
額
１
５
３
、
８
０
０

円
〜
１
７
１
、
９
０
０
円

▽
採
用
予
定
日　

平
成　

年
１
月

２０

４
日（
金
）

▽
試
験　

面
接
試
験

※
日
時
は
、
申
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
、
運
転
免

許
証
の
写
し
、
お
よ
び
優
遇
資

格
の
あ
る
方
は
資
格
等
の
写
し

を
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
５
日（
水
）

１２

▽
応
募
・
問
合
せ　

職
員
課
人
事

　

係

市
嘱
託
職
員

（
要
介
護
認
定
調
査
員
）募
集

県
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

■保育所一覧
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▽
対
象
児　

平
成　

年
４
月
２
日

１４

〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま

１５

れ
、
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
幼
児
。

　
　

た
だ
し
、
中
竹
野

　

・
出
石
・
福
住
・
寺

　

坂
・
小
坂
・
小
野
幼

　

稚
園
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１５

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

１６

日
に
生
ま
れ
、
本
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
幼
児
も
含
み
ま
す
。

▽
申
込
方
法　
　

月
下
旬
に
、
当

１１

該
幼
児
の
家
庭
に
案
内
文
を
郵

送
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る

方
は
、
同
封
の
「
入
園
願
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
幼

稚
園
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
金
）〜

１１

３０

　

月
７
日（
金
）

１２
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
そ
の
他　

特
別
の
事
情
に
よ
り
、

指
定
園
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
幼
稚
園
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
、
客
船
「
ふ

じ
丸
」（
２
、３
０
０
ト
ン
）を
使

用
し
た
体
験
ク
ル
ー
ズ
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
洋
上
や
小
笠

原
で
の
活
動
を
通
し
て「
船
」「
海
」

「
自
然
」へ
の
理
解
と
興
味
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、共
同
生
活
を

通
し
て
社
会
性
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

平
成　

年
３
月　

２０

２６

日（
水
）〜　

日（
月
）の
５
泊
６

３１

日
▽
寄
航
地　

東
京
都

　

小
笠
原
村（
父
島
）

▽
募
集
人
員　

小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生
の
男
女
、
２
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

▽
参
加
費　

８
０
、０
０
０
円

※
日
本
財
団
と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら

の
助
成
後
の
金
額
で
す
。（
通
常

料
金　

万
円
）。ま
た
、
集
合
・

１６

解
散
場
所
は
晴
海
埠
頭（
東
京

都
中
央
区
）で
あ
り
、
そ
こ
ま

で
の
交
通
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
限　
　

月　

日（
土
）

１２

１５

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

１
８
０
５

４７

平
成　

年
度

２０
幼
稚
園（
市
立
） 
園
児
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

〜
船
の
こ
と
、
海
の
こ
と
を

小
笠
原
で
学
び
ま
せ
ん
か
〜

　

自
衛
隊
豊
岡
出
張
所
で
は
、
平

成　

年
３
月
お
よ
び
４
月
採
用
の

２０
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

自
衛
隊
兵

庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡
出
張
所

　
（
豊
岡
市
大
手
町
８
‐　

）
３５

　

�　

－

３
９
７
８

２２

自
衛
官
募
集

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
後
１

１２

１５

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、

　

予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
多
重
債
務
・

　

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

２等陸・海・空士種　　目

１８歳以上２７歳未満の男子応募資格

１２月９日（日）申込期限

１２月８日（土）・９日（日）のいずれかの１日試　験　日

１２月下旬合格発表

平成２０年３月または４月採用予定

自衛隊生徒（陸上自衛隊）種　　目

中学校卒業（見込可）の１７歳未満の男子（平
成３年４月２日～平成５年４月１日に生ま
れた方）

応募資格

平成２０年１月８日（火）申込期限

平成２０年１月１２日（土）試　験　日

国語・社会・数学・理科・英語（中学校卒業程
度で択一式マークシート）
および作文（５００字程度）

試験科目

市民会館試験会場

平成２０年１月２１日（月）１次合格発表

平成２０年４月採用予定
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▽
相
談
日
時　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

分
。
た
だ
し
、
窓
口
に

３０

よ
っ
て
曜
日
・
時
間
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

兵
庫
県
民
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
東
川

崎
町
１
‐
１
‐
３　

神
戸
ク
リ
ス

タ
ル
タ
ワ
ー
６
階
）

県
民
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

－
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い－

電話番号相談窓口電話番号相談窓口

�０７８－３６０－８５１１

�０１２０－２８－１６１０
労働相談

�０７８－３６０－８５１１

�０１２０－１６－７８３０
さわやか県民相談

�０７８－３８２－２０５２外国人県民相談

�０７８－３６０－８５１１

法律相談、登記相談

�０１２０－０１－７８３０高齢者総合相談家事（家庭問題）相談、
公正証書作成相談 �０７８－３６０－８５２１交通事故相談

�０７８－３６０－２５３６住まいの相談納税相談、税務相談

�０７８－３６０－５４４０国の行政相談�０７８－３６０－４９４６エイズ電話相談

　

お
子
さ
ん
と
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
３
日（
月
）〜
８
日

１２

（
土
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時
▽
場
所　

み
え
保
育
園
（
豊
岡
市

鎌
田
１
１
６
）

▽
内
容　

園
内
や
保
育
を
自
由
に

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
み
え

保
育
園
�　

－

０
４
６
２

２４

　

竹
野
町
の
社
会
福
祉
法
人
あ
そ

う　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
は

ま
な
す
苑
」
で
は
、
地
球
環
境
に

配
慮
し
、
太
陽
熱
を
利
用
し
た
給

湯
・
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、

平
成　

年
２
月
の

２０

完
成
に
向
け
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
と
、

従
来
、
当
該
施
設
が
排
出
し
て
い

た
二
酸
化
炭
素
の
量
が
年
間
約　
５５

ト
ン
削
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
よ
そ
４
、０
０
０
本
の
杉
の
木

が
年
間
に
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素

の
量
と
同
じ
で
す
。

　

世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
異

常
気
象
の
多
く
は
、
急
速
な
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
暮
ら
し
の

中
で
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に

依
存
し
た
生
活
を
見
つ
め
直
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

環
境
政
策
係

そ
の
他

そ
の
他

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

施
設
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

み
え
保
育
園

　
　
　
　

園
内
見
学
会

　

ま
も
な
く
雪
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
幹
線

道
路
や
歩
道
を
除

雪
路
線
と
定
め
、

積
雪
深　

セ
ン
チ
以
上
に
な
る
と

１５

早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
や
降
雪
状
況
に
よ
り
、
除

雪
作
業
が
若
干
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

幹
線
道
路
以
外
の
生
活
道
路
や
家

の
周
り
な
ど
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い

■
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い　
!!

〈
路
上
駐
車
の
禁
止
〉

　

積
雪
時
の
路
上
駐
車
は
除
雪
作

業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
路
上

駐
車
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
路

線
の
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
道
路
上
に
植
木
鉢
、
ご

み
箱
等
の
障
害
物
も
絶
対
に
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
道
路
へ
の
排
雪
禁
止
〉

　

家
の
周
り
の
雪
は
、
道
路
へ
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
交
通
の
妨

げ
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。

〈
ポ
ー
ル
の
設
置
〉

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
撤
去
不

可
能
な
工
作
物
が
あ
れ
ば
、
積
雪

時
に
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
ポ
ー

ル
や
看
板
等
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
排
雪
場
所
に
つ
い
て
…

　
　
　
　
　
　

豊
岡
地
域
の
み
〉

　

必
ず
、
次
の
指
定
場
所
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
あ
や
め
橋（
総
合
体
育
館
前
）付

近
（
４
ト
ン
ま
で
の
小
型
車
）

・
六
方
水
門
付
近

▽
そ
の
他　

道
路
除
雪
に
関
す
る

問
合
せ
は
、
各
区
長
を
通
じ
て

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

建
設
課
工
務
１
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、

脅
し
な
ど
の
犯
罪
被

害
に
遭
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
、
費
用
も
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た　

人
の
審
査
員

１１

が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
に
つ
い

て
審
査
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

神
戸
地
方
裁
判
所
豊

岡
支
部
内　

豊
岡
検
察
審
査
会

　
（
豊
岡
市
京
町　

‐　

）

１２

８１

　

�　
－

２
３
０
４

２２

▽
交
際
費
の
区
分
内
訳

　

平
成　

年
４
月
〜
９
月

１９

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
秘
書
広
報
課
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
秘
書
係

　

地
元
医
師
会
と

豊
岡
病
院
の
地
域

連
携
に
基
づ
く
小

児
救
急
診
療
の　
１２

月
分
の
日
程
お
よ

び
担
当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か検

察
審
査
会

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

金額（円）区　　　分

２２８，０００祝 金御
祝 ２１１，０１４粗 酒 等

１１５，０００香 典 等御
供 １２５，０００供 花

１２３，０００会 費 ・ 負 担 金

８３，３７０大 会 等「 市 長 賞 」

１５９，７４０市 政 Ｐ Ｒ グ ッ ズ

３，１２８そ の 他

１，０４８，２５２合 計 額

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師（住所）月　日

中沢　洋
（豊岡市出石町）

９日
　
　
　

月

１２
國屋正史

（養父市八鹿町）
１６日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

２３日

※診療時間は、午前９時～午後５時
までです。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
市
政
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
理

解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
一
緒
に

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、「
豊
岡
市
政
出
前
講
座
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
出
前
講
座
」
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
な
ど
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
、
市
の
職
員
が

講
師
と
し
て
出
向
き
、
市
が
行
っ

て
い
る
事
業
や
施
策
な
ど
を
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
利
用
で
き
る
方　

市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

で
、
か
つ
、
お
お
む
ね　

人
以

１０

上
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
、

団
体

▽
利
用
期
限　

平
成　

年
３
月　

２０

２０

日（
木
）

※
た
だ
し
、　

月　

日
〜
翌
年
１

１２

２５

月　

日
の
間
は
除
く
。

１５

※
土
・
日
曜
・
祝
日
も
利
用
で
き

ま
す
。

▽
講
座
メ
ニ
ュ
ー　

４
月　

日
発

２５

行
の
市
広
報
第　

号
ま
た
は
、

４９

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
各
地
区
公
民
館

「
豊
岡
市
政
出
前
講
座
」を

利
用
く
だ
さ
い

に
メ
ニ
ュ
ー
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
を
置
い
て
い
ま
す
。

▽
講
座
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

９
時
の
間
で
、
１
講
座　

分
以

９０

内
で
す
。
複
数
の
講
座
利
用
も

可
能
で
す
。

▽
会
場　

講
座
会
場
は
、
受
講
者

が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
市
内
に
限
り
ま
す
。

▽
費
用　

講
師
の
派
遣
は
無
料
で

す
が
、
会
場
借
上
げ
料
な
ど
は

受
講
者
負
担
で
す
。

▽
申
込
方
法　

代
表
の
方
が
、
講

座
開
設
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
、
直
接
、
市
役
所
担
当
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

講
座
会
場
で
出
前
講

座
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
係
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◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
お話しのこべや

８日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

12月の予定
市立図書館本館12月のカレンダー

土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423
543213130

■■　は休館日です。　

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）
※１２月２８日（金）～１
月４日（金）は年末年
始の休館です。

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

おはなし会
２２日（土）午後２時３０分～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第９回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分１６日（日）日　時 〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

としょかん映画会（一般向け）
８日（土）開催日
午後２時～「キートンの探偵学入門」（１９２４）
キートンの名作サイレント映画です。時　間

内　容 午後２時５０分～「一日だけの淑女」（１９３３）
フランク・キャプラ監督の感動作です。
視聴覚講演室（２階）場　所

土曜としょかん
～とっても楽しみクリスマス～

８日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・クリスマスカードづくり内　容
２０人（先着順）定　員
７日（金）まで申込み

おはなしのゆりかご
６日（木）午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
６日・１３日・２０日・２７日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

読み聞かせ講演会
３日（月）午後１時３０分～３時３０分日　時
視聴覚講演室（２階）場　所
読み聞かせに興味のある方対　象
赤ちゃんが喜ぶ読み聞かせ内　容
社会福祉法人おさなご保育園園長　徳永満理さん講　師
５０人（先着順）定　員

手作り絵本展２００７
１日（土）～１４日（金）開催日
児童コーナー（１階）場　所
夏休みに制作した手作り絵本・点字絵日記の展示内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

おはなし玉手箱
～みんなでいっしょにクリスマス～

２２日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
クリスマスにちなんだ絵本の読み聞かせ、歌、おは
なしなど内　容

土曜おはなしのへや
８日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１
１２月２４日（月・休）は施設清掃のため休館します。

絵本からのおくりもの
８日（土）・２２日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おたのしみ会わくわくランド
２１日（金）午後１時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童（就学前のお子さんは保護者と一
緒に参加ください）対　象

クリスマスリース作り、読み聞かせなど内　容
５０人（先着順）定　員
１７日（月）まで申込み
材料費１００円その他

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

２２日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

５日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

８日（土）午前１１時～１日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん
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12月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２２日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加をお待ちしています。

その他

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

絵本の読み聞かせ
２７日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

お母さんの手作り広場Ⅲ
１２日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の保護者　１５人（先着順）対　象
アンパンマンを手縫いで作っちゃおう！内　容

ぐるーぷ ＭＯ  ＫＯ の皆さん
モ コ

講　師
材料費６００円、針、糸、ハサミ持ち物
１日（土）～１０日（月）申込期間

ほっとたいむ
３日（月）・２０日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡などを一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
ビデオ学習会

４日（火）午前１０時～１１時日　時
合橋地区公民館（但東総合支所３階）場　所
子育て中の保護者など対　象
インターネット社会の光と影を考える「夕映えの
みち」内　容

おやこふれあいたいむ
１９日（水）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

なかよし広場
１４日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

１８日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

１２日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野地区公民館　集会所場　所
幼児とその保護者　２０組対　象
クリスマスソングに合わせて内　容
木村美幸さん講　師
８日（土）申込期限

親子リトミック

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
子育て座談会

４日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター　和室（２階）集合場所
子育て中のお母さん　※託児あり対　象
子育て中の悩みを気軽に話しましょう。内　容

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
３日（月）申込期限

クリスマスリースを作ろう！
２１日（金）午後１時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター８号室場　所
就学前の子どもとその保護者、小学生　５０組対　象
クリスマスリースを作ります。内　容
材料費１００円その他

絵本の読み聞かせの会
２１日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
子育てミニ講話

１０日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師による講話「ことばについて」内　容
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３－２１３１　（月・火曜日休館）

■いずしＢ＆Ｇフェスティバル
　１２月９日（日）　開演１０：００（開場９：３０）
◇内　容　親子・幼児・子ども・成人の各体操教室のメ

ンバーがリズムダンスなどを披露します。
◇入場料　無料
◇問合せ　出石Ｂ＆Ｇ海洋センター　�５２－５５１１

■第３５回　兵庫県アンサンブルコンテスト
全但地区大会

　１２月２４日（月・休）　開演９：３０（開場９：１５）
◇内　容　但馬地区の中学校・高等学校の吹奏楽部

がアンサンブル形態で県大会出場に向け
て演奏します。

◇入場料　５００円
◇問合せ　全但吹奏楽連盟事務局
　　　　　（但東中学校内　吉谷さん）　�５４－１１５５

■北野タダオ＆アロージャズオーケストラ
with 布施　明

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４－０９５２　（火曜日休館）

■関西フィルハーモニー管弦楽団演奏会

　１２月２２日（土）
　　　開演１５：３０
　　　（開場１５：００）
◇曲目
　ベートーヴェン
　：ピアノ協奏曲
　第５番「皇帝」ほか
◇入場料
　指定席４，０００円
　自由席（大人）３，５００円　（高校生以下）１，５００円
　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

指揮者：小松一彦 ピアノ：及川浩治
○Ｃ Ken Iwai

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４－３００４　（火曜日休館）

　１月１２日（土）
　　開演１９：００
　（開場１８：３０）
◇場　所
　ほっとステージ
◇出　演
　たんたん落語会・た
　んたん落語笑年団
◇入場料　全席自由
　　　　　一般５００円　高校生以下・６５歳以上３００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２

月２７日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■～初春～第５回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

　日本を代表するジャズビッグバンド
「北野タダオ＆アロージャズオーケストラ」
と抜群の歌唱力を誇る実力派、布施　明
を迎えてのスペシャルライブです。

　２月２９日（金）
　　開演１８：３０
　　（開場１８：００）
◇入場料
　指定席４，０００円
　自由席３，５００円
　（友の会は各３００
　　円引き、当日券
　　は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会１２月１５日（土）
　一　般１２月２２日（土）
　（各プレイガイドでも購入できます）

北野タダオ

布施　明

アロージャズオーケ
ストラ

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。
　１２月８日（土）　開演１３：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　豊岡マンドリン・ギターアンサンブル
◇曲　目　愛のロマンス、浜辺の唄、ホワイトクリス

マス　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

■第４１回サロンコンサート

春歌亭丹馬 三遊亭楽団治

　市民プラザの交流サロンで毎月開催している「サロン
コンサート」の出演者によるステージです。

　１２月２２日（土）　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出演者　UPward、Belle Strings、Purple Sky、
　　　　　但馬ミュージカル研究会、沖縄文化研究会
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（ペア）８００円　（シングル）５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上３００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２

月１２日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中　
※上記２つのチケットは、市民プラザのほかに、市民会館、
図書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホール、
但東市民センターでも購入できます。

■ミュージック『ア・ラ・カルト』
～X'mas Night Special ～

■～プラザほのぼの企画～
「新春家族歌合戦」出場者募集！

　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画第１弾
として、家族で参加する楽しい歌合戦を開催します。
皆さん、ぜひ、応募ください。
◇日　　時　１月２０日（日）開演１４：００
◇場　　所　ほっとステージ
◇応募資格　２人以上の家族
◇募集組数　３０組（応募者多数の場合は抽選とします）
◇参　加　料　１組３，０００円
◇申込期限　１２月２０日（木）
◇応募方法　所定の応募用紙または住所、出場者名、年齢、
　　　　　　続柄、連絡先、曲名と歌手名を記入の上、ハガ
　　　　　　キ、ファックス、メールで応募してください。
　※メールアドレス　plaza@city.toyooka.lg.jp
◇そ　の　他・出場者の決定については１２月末にお知

らせします。
　　　　　・音源はカラオケを使用します。
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月の主な行事 

平成１９年 

12
DECEMBER

平成１９年１１月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,130 

43,699 

47,431 

31,861

（－99人） 

（－40人） 
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  （＋3世帯） 
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編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記

●司法書士による市民生活無料相談会（１３：００～市民会館）
●コウノトリ野生復帰学術研究発表会

（１９：００～コウノトリ文化館）
●神鍋高原スキー場奥神鍋ゲレンデ人工雪
コースオープン（日高町山田　奥神鍋ゲレンデ）

（土）１５

●豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー
（１８：００～日高農村環境改善センター）

（日）１６

●夢劇場　パネルシアター
（１３：３０～子育て総合センター）

●豊岡市都市計画マスタープラン（素案）説明会
（１９：３０～城崎総合支所）

（月）１７

●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）
●たじま花と緑の教室２００７　－１２月講座－

（１４：００～日高農村環境改善センター）
●豊岡市都市計画マスタープラン（素案）説明会

（１９：３０～出石総合支所）

（火）１８

（水）１９
（木）２０

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高総合支所　３階　きっずらんど）
●クリスマスリースを作ろう

（１３：３０～日高農村環境改善センター）

（金）２１

●どようファミリー広場
（１０：３０～子育て総合センター）

●関西フィルハーモニー管弦楽団演奏会
（１５：３０～市民会館）

●ミュージック「ア・ラ・カルト」
（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）２２

天皇誕生日
●みんながハッピー！クリスマス会

（１０：００～日高文化体育館）

（日）２３

振替休日
●第３５回　兵庫県アンサンブルコンテスト全但
地区大会（９：３０～出石文化会館ひぼこホール）
●かにサンタのクリスマスイベント（１１：００～ＪＲ城崎温泉駅前）

（月）２４

（火）２５
（水）２６

●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）（木）２７
（金）２８
（土）２９
（日）３０
（月）３１

●但馬国府・国分寺館　第１２回企画展　「瓦礫
の考古学－瓦礫の山に蓮華咲く－」
（～平成２０年１月１５日、但馬国府・国分寺館）
●アニメ「大ちゃん　大好き。」上映会（１１：００～、１３：００

～、１５：００～、１７：００～、１９：００～豊岡市民プラザ）
●市民ふれあいの集い（１３：００～市民会館）

（土）１

●ＭＡＲクリスマスコンサート
（１４：００～出石文化会館ひぼこホール）

（日）２

●農業所得収支計算説明会（１０：００～市民会館）（月）３
●決算説明会（１０：００～出石農村環境改善セン

ター、１４：００～但東総合支所）
●豊岡市都市計画マスタープラン（素案）説明会
（９：３０～竹野総合支所、１９：３０～日高健康福祉センター）

（火）４

●決算説明会（１０：００～じばさん但馬、１４：００～
日高農村環境改善センター）

●但馬技術大学校セミナー「ユーザーの能力を拡大
する義手・義足・装具」（１３：３０～但馬技術大学校）

●子どものこころ育ち講座（１３：３０～豊岡市民プラザ）
●豊岡市都市計画マスタープラン（素案）説明会

（１９：３０～市民会館）

（水）５

●決算説明会（１０：００～竹野町商工会館、
１４：００～城崎総合支所）

（木）６

●豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー
「一般のパーティー ｣（１８：３０～豊岡市民プラザ）

（金）７

●普通救命講習会（９：００～豊岡健康福祉センター）
●第４１回　サロンコンサート

（１３：００～豊岡市民プラザ）
●但東市民のつどい（１５：３０～但東市民ホール）
●但東冬の光フェスタ（１８：００～但東総合支所前）
●豊岡市国際交流協会クリスマスパーティー
「子どものパーティー ｣（１８：３０～豊岡市民プラザ）

（土）８

●出石Ｂ＆Ｇフェスティバル
（１０：００～出石文化会館ひぼこホール）

（日）９

●子育てミニ講話（１０：３０～日高総合支所
３階　きっずらんど）

（月）１０

（火）１１
●親子リトミック（１０：３０～竹野子育てセンター）（水）１２

（木）１３
●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●豊岡市義士祭
（１０：００～豊岡市日撫　香林会館「正福寺」）

●豊岡市都市計画マスタープラン（素案）説明会
（１９：３０～但東健康福祉センター）

（金）１４
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２８ 

日高 地区 
（日高） 

ひ だか 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介します。 

納屋 

九日市下町 

塩津 

九日市中町 

久田谷 
夏栗 

道場 

日置 日置 
鶴岡 鶴岡 日高 日高 

山本 

袮布 

水上 

久斗 

赤崎 

浅倉 

岩中 

東構 東構 

宵田 

江原 江原 

日吉 日吉 

県立但馬文教府 
豊岡南警察 

特別養護老人ホーム 
こうのとり荘 

養護老人ホーム 
コスモス荘 

八条小学校 
八条地区公民館 

豊岡鞄団地 

豊岡市企業部 

佐野浄水場 小便地蔵 

城山トンネル 

進美寺トンネル 
浅倉トンネル 

香美町 

日高地区 日高地区 529

268

須留岐山 
　▲４５０ 

     ▲３６１ 
進美寺山 

 

えばら 

312

482

1

養父市 

京都府福知山市 

JR豊岡駅 

鶴岡橋 

円山川 

一宮神社のケヤキの森 

兵庫県こども自然村 

出石藩関所跡 
高橋地区公民館 

但東自然ふれあい 
センターやまびこ 

但東健康増進センター 
（シルクドーム） 但東フィールド 

ゴルフ場 

但東シルク温泉館 

自然の郷 

高橋地区 

八条地区 

出石総合支所 

日高総合支所 

お相撲さんの墓 
伝聖観音坐像 

豊岡市消防 
本部（豊岡消防署） 

久斗兵主神社のケヤキ 

城山公園（宵田城跡） 

治水祈念の碑 

豊岡南警察署 
日高警部派出所 
豊岡南警察署 
日高警部派出所 

日高東中学校 

但馬国府・国分寺館 

静修小学校 静修小学校 

進美寺 

豊岡市デイサービス 
センター 

県立但馬生活 
科学センター 

ゆうれん橋（コケ山橋） 

御出石神社本殿 

豊岡消防署 
出石分署 

寺坂公民館 

出石 

豊岡 

久斗トンネル 

国分寺トンネル 

国分寺 国分寺 

えばら 

日高健康福祉 
センター 

日高農村環境改善センター 
（日高地区公民館） 
日高農村環境改善センター 
（日高地区公民館） 

日高健康福祉 
センター 
日高文化体育館 日高文化体育館 

日高総合支所 日高総合支所 豊岡消防署日高分署 豊岡消防署日高分署 

公立豊岡病院日高医療センター 公立豊岡病院日高医療センター 

県立日高高等学校 県立日高高等学校 

日高小学校 日高小学校 

但馬国分寺跡 

●地区のいわれ
　日高地区は、旧郷名である「日置郷」と「高
田郷」の名に由来しているといわれています。
同地区は、但馬国府と但馬国分寺の地として、
当時の但馬の政治的、経済的中心の十字路に位
置していました。地区内には、日高地域の主な
公共施設があり、福祉、教育、文化、体育など
の行事に地域住民が集い、にぎわっています。

●主な公共施設
・日高総合支所・日高健康福祉センター・日高
農村環境改善センター・日高地区公民館・日高
文化体育館・但馬国府・国分寺館・公立豊岡病
院日高医療センター・豊岡消防署日高分署・豊
岡南警察署日高警部派出所・日高小学校・静修
小学校・日高東中学校・県立日高高等学校

豊岡市 

▲ 久  斗  兵  主 神社のケヤキ
く と ひょう ず

　久斗区の兵主神社境内には、幹
周り４．８５メートル、樹高３０メート
ルのケヤキ（昭和５８年３月に市天
然記念物に指定）があります。樹
姿が美しく、老根が張りめぐって
います。

▲城山公園（宵田城跡）
　岩中区には、垣屋氏の城跡である
宵田城跡の城山公園があります。公
園は桜やもみじが植栽され、遊歩道
や散策路が整備されています。城山
からは日高町の市街地や国府平野が
一望できます。

日高地区
●行政区数　１８区
●人口　　８，００８人
　男性　　３，８５３人
　女性　　４，１５５人
●世帯数　２，７６７世帯
（平成１９年１１月１日現在）

●行政区
・ 江  原 ・ 宵  田 ・ 岩  中 

え ばら よい だ いわ なか

・ 浅  倉 ・ 赤  崎 ・ 東  構 
あさ くら あか さき ひがし がまえ

・ 久  斗 ・ 道場 ・ 久  田  谷 
く と どうじょう く た だに

・ 夏  栗 ・ 祢布 ・ 国  分  寺 
なつ くり にょう こく ぶん じ

・ 水  上 ・ 山  本 ・ 鶴  岡 
みの かみ やま もと つる おか

・ 日  高 ・ 日  置 ・ 日  吉 
ひ だか ひ おき ひ よし

▲但馬国分寺跡
　国分寺区には、天平１３年（７４１年）に聖
武天皇が国家安泰を願って全国に建立
した但馬国分寺跡があります。現在は
塔跡の礎石が残っています。出土品や
それに関する資料などは、但馬国府・
国分寺館に展示しています。

▼ 進  美 寺
しん めい

　赤崎区にある進美寺は、慶雲２年
（７０５年）に 行  基  上  人 が創建したとい

ぎょう き しょう にん

われています。寺には、直径６０セン
チメートル、重さ４８．７５キログラム
の 鰐  口 （昭和４８年３月に県重要文化

わに ぐち

財に指定）や小野時廣奉書案などの
進美寺文書（昭和６２年３月に県重要
文化財に指定）が残っています。

▲治水祈念の碑
　浅倉区の円山川赤崎橋左岸には、治
水祈念の碑があります。この記念碑は、
平成１６年の台風２３号災害で、同地で亡
くなった２人の慰霊と地域住民の治水
整備への願いや誓いを込めて建立され
ています。近くには台風時の浸水水位
３．２メートルを示す標柱があります。


